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委
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。

　
　
　
　若
年
か
ら
と
ゅ
い
み
そ
う
ち
〜
。

　日
々
の
暮
ら
し
は
毎
日
の
積
み
重
ね「
安
心・安

全
な
生
活
」を
合
言
葉
に
手
洗
い・
う
が
い・マ
ス

ク
着
用
で
お
互
い
頑
張
っ
て
感
染
予
防
を
徹
底
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　新
庁
舎
で
ピ
カ
ピ
カ
の
机
に
、真
新
し
い
壁
の

に
お
い
、何
も
か
も
が
新
し
く
新
品
の
部
屋
で
作

業
す
る
編
集
活
動
は
心
機一転
チ
ム
グ
ク
ル
引
き

締
め
て『
見
て
、読
ん
で
わ
か
り
や
す
い
』村
民
に

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
日
々

奮
闘
中
！

　3
月
は
今
年
度
の
締
め
の
月
、議
会
に
も
関
心

を
寄
せ
て
頂
き
、新
庁
舎
の
本
会
議
場
へ
も
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
も
っ
と
も
っ
と
紙

面
が
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
感
じ
て
頂
け
る
と
思

い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、体
調
管
理
に
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
屋
良
照
枝
）

編
集
後
記

お問い合わせは　中城村議会事務局
（☎098-895-4318）まで

中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません!
あなたの字のままでいいんです。

の題字の募集をします!

題 提供字

題字募集!

　２月15日全員協議会において、ＳＮＳ上での公認観光大使発言問題（新聞報道）に対
し、村長は「村民や議会に対してご迷惑と大変不快な思いをさせて申し訳ありません。」と
謝罪。「新たな情報発信事業」の休止の意向を示し、今後（事業期間３月末日）については、
専門的な意見を踏まえて再考すると断言した。
　若年層に向けた本村の観光情報発信と地域内経済のＶ字回復、ふるさと納税推進を図
る目的の事業だったが、県内外から発言内容に対して非難が殺到していた。多数の議員か
らは担当課へネットスラングや品格欠如の配信を止めることが出来なかった理由について
の質問に、情報発信サイトに関する知識不
足と未熟さを認め、全国の若い世代に向け
た配信をと試みたが、不快感を招く結果と
なったと反省の回答があった。
　議長からは「村民に不利益が生じないよ
うに各議員が監視機能強化に努め、村民の
信託に一層努力してもらいたい。」とコメント
があった。

中城村バーチャル観光大使の運用休止

安里 清市
新垣 修 屋良 照枝 渡嘉敷 眞整桃原 清 玉那覇 登

「
」

中
城
村
議
会
だ
よ
り

中城村議会だより　2021年3月5日　第66号

ありがとうございま
した !

Vol.

議会からの
お知らせ （一般質問は3月17日（水）から3月22日（月）予定）

議会の日程については、2月下旬に村ホームページでお知らせします。

令和3年3月定例会は3月3日（水）から3月23日（火）の10時より開催（予定）

高校生になっても

勉強 ・部活両立、

何事にも一生懸命

頑張ります！

大城 琉生

V
ol. 66

2021年
3月
5日
発
行

中
城
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

題
字：中

城
中
学
校
３
年
　
大
城
  琉
生

お
お
し
ろ

る
い

【
花
こ
と
ば
】

【
撮
影
場
所
】

謙
虚
な
美
徳

控
え
め
な
素
晴
ら
し
さ

当
間

ツ
バ
キ

中
城
村

み
ん
な
の
議
会

も
っ
と
知
ろ
う

わ
か
ど
ゅ
し

熱
心
に
講
話
を
聞
く

現
中
城
村
議
員

講
話
者：元

議
長（
第
9代
）

米
須
　
清
忠
 氏

目
　
次

12月
定
例
会
の
議
案

一
般
質
問

議
会
報
告
会（
第
3回
）の

開
催
中
止

中
城
村
バ
ー
チ
ャ
ル

観
光
大
使
の
運
用
停
止

編
集
後
記
・
題
字
提
供

P2P3～
10

P11

P12

P12

12月
定
例
議
会
の
最
終
日
が
役
場
旧
庁
舎
で
の
最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
場
閉
場
式
で
は
、第
９
代
議
長
の
米
須
清
忠
氏
を
お
招
き
し
、当
時
の
議
会
に
つ
い
て
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。当
時
の
様
子
を
熱
く
語
り
、二
元
代
表
制
や
村
民
か
ら
の
付
託
の
重
さ
を
感
じ
ま

し
た
。私
達
議
員
も
先
輩
議
員
の
方
々
を
見
習
い
、活
発
な
議
会
活
動
に
務
め
ま
す
！

（12）



令和2年　第9回　定例会 令和2年12月4日～12月11日

中城村公共施設整備基金条例
（提案理由）住民ニーズの多様化や老朽化に伴う今後の本村における公共施設の整備に必要な経費について、

予めその資金を積み立てることにより、整備する年度及び将来に渡る財政負担を軽減することを目
的として基金を設置する。

議案第59号
可決

中城村手数料徴収条例の一部を改正する条例
（提案理由）住民基本台帳法の一部改正に伴い規定されている住民基本台帳カードの交付に関する規定が削除

されたことにより、通知カードの新規発行及び再発行の手続きが廃止されることになったため中城村
手数料徴収条例の一部を改正する必要がある。

議案第62号
可決

中部広域市町村圏事務組合の規約の変更
（提案理由）障害福祉サービス事業者等の指導及び実地検査に関する事務を共同処理するに伴い、中部広域市

町村圏事務組合の規約を変更するため。
議案第63号
可決

令和２年度中城村一般会計補正予算（第６号）
（提案理由）歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億2,831万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ124億9,824万3千円とする。
議案第64号
可決

令和２年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
（提案理由）歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,579万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

23億1,286万5千円と定める。
議案第65号
可決

令和２年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（提案理由） 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ246万8千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

1億6,445万5千円と定める。
議案第66号
可決

令和２年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
（提案理由） 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 20万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ3億524万5千円とする。
議案第67号
可決

令和２年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
（提案理由） 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ381万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

1億1,988万8千円と定める。
議案第68号
可決

中城村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用を行うため、本条例の一部を改正する

必要がある。

議案第60号
可決

中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）中小企業の事業承継の促進のための中小企業における経営の承継の円滑化に関する法律等の一部を改正する

法律が令和2年10月1日に施行され、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法
律が改正されたことに伴い、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第25条
の地方公共団体等を定める省令について改正されたため、中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条
例の一部を改正する必要がある。

議案第61号
可決

令和２年12月定例議会
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城

　常
良

①
新
庁
舎
の
管
理
、運
営
　
②
道
路
行
政

③
認
可
こ
ど
も
園
の
陥
没
事
故

④
男
女
混
合
名
簿
の
導
入
　
⑤
M
I
C
E
事
業

石
原

　昌
雄

①
一
括
交
付
金
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は

②
文
化
財
案
内
人
養
成
講
座
の
開
設
は

③
役
場
移
転
後
の
跡
地
利
用
計
画
は

桃 

原

　 清

①
地
域
活
動
の
際
の
補
償
制
度

②
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

③
北
上
原
分
校
跡
広
場
の
整
備
利
用

玉
那
覇

　登

①
３
・
３
・
21
号
国
道
3
2
9
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

②
農
業
振
興
　
③
農
道
の
交
通
安
全
対
策
　
④
災
害
対
策

屋
良

　照
枝

①
島
ニ
ン
ジ
ン
の
展
開

②
種
苗
法
改
正
に
伴
い
中
城
の
種
子
は
ど
う
守
る
の
か

①
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
　
②
村
の
行
事
開
催

比
嘉

　麻
乃

①
歴
史
の
道
の
利
用
・
活
用
は
　
②
安
心
な
飲
料
水
を
求
む

安
里

　清
市

渡
嘉
敷
眞
整

①
護
佐
丸
バ
ス
の
運
行
　
②
国
の
叙
勲
授
章
者

③
北
谷
浄
水
場
系
統
の
水
道
水

新
垣

　貞
則

①
久
場
地
区
の
護
岸
・
道
路
の
整
備
と
地
す
べ
り
対
策

②
中
城
小
学
校
区
内
の
地
す
べ
り
、道
路
、排
水
路
の
整
備

③
中
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
各
種
福
祉
団
体
の
移
転

①
種
子
法
、種
苗
法
　
②
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

安
里
ヨ
シ
子

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対
策
は

②
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
と
結
果
は

③
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
と
対
策
は

新
垣

　善
功

①
公
文
書
等
の
管
理

②
東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
の
発
展
戦
略

新
垣

　博
正

①
農
業
振
興
　
②
国
道
3
2
9
号
西
原
・
中
城
バ
イ
パ
ス

仲
松

　正
敏

①
通
学
路
整
備
と
交
通
安
全
対
策
へ
の
取
組
み
は

②
住
民
要
望
・
陳
情
へ
の
取
組
と
解
決
を
図
る

③
西
原
バ
イ
パ
ス
延
伸
地
域
の
土
地
利
用
計
画
の
取
組
は

新 

垣

　 修

一般質問 ※質問者が会議録から要約した
　原稿を編集しています。

令和2年12月定例議会
村政を問う!

金 

城

　 章

①
新
庁
舎
建
設
　
②
本
村
の
都
市
計
画

③
食
文
化
と
農
業
　
④
道
路
整
備
計
画
　
⑤
公
共
施
設

南
上
原
地
区
へ

公

共

施

設

を

主
要
道
路
周
辺

用

途

変

更

を

金城　章　議員

議
員　

南
上
原
地
区
へ
の

公
的
施
設
、例
え
ば
社
会

教
育
的
公
民
館
、複
合
施

設
、福
祉
施
設
、児
童
館

等
の
考
え
は
。

企
画
課
長　
現
時
点
に
お

い
て
、南
上
原
地
域
へ
の
新

た
な
公
共
施
設
等
の
整
備

計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
、住
民
ニ
ー
ズ
に
基

づ
い
た
必
要
と
さ
れ
る
施

設
整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

財
政
も
厳
し
い
の

は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大

事
に
す
る
面
で
も
公
的
施

設
は
設
置
す
べ
き
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

村
長　

当
然
南
上
原
へ
の

公
共
施
設
は
以
前
か
ら
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
け
ど
、
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
ず
土

地
が
あ
る
か
ど
う
か
で

す
。南
上
原
は
非
常
に
都

市
化
さ
れ
、金
額
が
高
額

で
す
の
で
土
地
の
取
得
の

面
が
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
の
は
誰
も
が

知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
土
地
は
公
園
を
利
用
し

た
形
で
の
公
共
施
設
の
造

り
方
、あ
る
い
は
金
額
的

に
少
し
落
ち
て
い
っ
た
時

に
土
地
取
得
が
で
き
る

か
、色
々
な
面
で
策
を
講

じ
な
が
ら
行
政
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
議
員
の
お
知
恵

と
か
補
助
金
等
、そ
の
辺

の
ご
提
言
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

議
員　
村
全
域
で
は
公
共

施
設
の
一
極
集
中
は
行
政

的
に
素
晴
ら
し
い
施
策
で

す
が
村
人
口
の
３
分
の
１

が
集
中
し
た
地
域
の
住
民

に
は
公
的
施
設
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。土
地

が
高
価
だ
か
ら
施
設
が
造

れ
な
い
と
か
の
問
題
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。今
後

検
討
し
て
下
さ
い
。

議
員　
那
覇
広
域
で
あ
ろ

う
が
中
部
広
域
で
も
主
要

道
路
3
2
9
号
側
周
辺
、

西
原
バ
イ
パ
ス
、和
宇
慶
、

北
浜
・
南
浜
地
区
の
周
辺

も
用
途
変
更
の
考
え
は
あ

る
か
。

村
長　
中
城
の
幹
線
道
路

沿
い
を
い
か
に
し
て
変
更

し
て
い
く
か
、単
純
に
言

え
ば
建
物
が
建
て
や
す
く

計
画
が
し
や
す
く
な
る
環

境
を
ど
う
創
っ
て
い
く
か

と
い
う
の
は
、既
に
話
も

出
て
い
る
段
階
で
す
。現

3
2
9
号
沿
い
を
ど
う
し

て
い
く
か
、議
員
の
お
っ

し
ゃ
る
西
原
バ
イ
パ
ス
に

流
れ
て
い
く
手
順
も
調
整

も
行
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

議
員　

国
道
沿
い
を
ア

パ
ー
ト
も
商
業
施
設
も
造

れ
る
用
途
変
更
も
早
目
に

進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

日常生活用具給付等事業（紙おむつ）の給付要件の緩和・中城村に対する支援要請に関する陳情
（提案理由） 総務常任委員会に付託された陳情を審査の結果、採択と決定。陳情第13号

採択

国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める陳情
（提案理由） 文教社会常任委員会に付託された陳情第8号を審査の結果、採択と決定。陳情第14号

採択

令和3年度福祉施策及び予算の充実について（要請）
（提案理由） 本会議にて、採択と決定。陳情第15号

採択

●
北
上
原
地
区
整
備
計
画

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。 （２）（３） （２）



令和2年　第9回　定例会 令和2年12月4日～12月11日

中城村公共施設整備基金条例
（提案理由）住民ニーズの多様化や老朽化に伴う今後の本村における公共施設の整備に必要な経費について、

予めその資金を積み立てることにより、整備する年度及び将来に渡る財政負担を軽減することを目
的として基金を設置する。

議案第59号
可決

中城村手数料徴収条例の一部を改正する条例
（提案理由）住民基本台帳法の一部改正に伴い規定されている住民基本台帳カードの交付に関する規定が削除

されたことにより、通知カードの新規発行及び再発行の手続きが廃止されることになったため中城村
手数料徴収条例の一部を改正する必要がある。

議案第62号
可決

中部広域市町村圏事務組合の規約の変更
（提案理由）障害福祉サービス事業者等の指導及び実地検査に関する事務を共同処理するに伴い、中部広域市

町村圏事務組合の規約を変更するため。
議案第63号
可決

令和２年度中城村一般会計補正予算（第６号）
（提案理由）歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億2,831万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ124億9,824万3千円とする。
議案第64号
可決

令和２年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
（提案理由）歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,579万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

23億1,286万5千円と定める。
議案第65号
可決

令和２年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（提案理由） 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ246万8千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

1億6,445万5千円と定める。
議案第66号
可決

令和２年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
（提案理由） 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 20万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ3億524万5千円とする。
議案第67号
可決

令和２年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
（提案理由） 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ381万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

1億1,988万8千円と定める。
議案第68号
可決

中城村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用を行うため、本条例の一部を改正する

必要がある。

議案第60号
可決

中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）中小企業の事業承継の促進のための中小企業における経営の承継の円滑化に関する法律等の一部を改正する

法律が令和2年10月1日に施行され、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法
律が改正されたことに伴い、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第25条
の地方公共団体等を定める省令について改正されたため、中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条
例の一部を改正する必要がある。

議案第61号
可決

令和２年12月定例議会

大
城

　常
良

①
新
庁
舎
の
管
理
、運
営
　
②
道
路
行
政

③
認
可
こ
ど
も
園
の
陥
没
事
故

④
男
女
混
合
名
簿
の
導
入
　
⑤
M
I
C
E
事
業

石
原

　昌
雄

①
一
括
交
付
金
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は

②
文
化
財
案
内
人
養
成
講
座
の
開
設
は

③
役
場
移
転
後
の
跡
地
利
用
計
画
は

桃 

原

　 清

①
地
域
活
動
の
際
の
補
償
制
度

②
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

③
北
上
原
分
校
跡
広
場
の
整
備
利
用

玉
那
覇

　登

①
３
・
３
・
21
号
国
道
3
2
9
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

②
農
業
振
興
　
③
農
道
の
交
通
安
全
対
策
　
④
災
害
対
策

屋
良

　照
枝

①
島
ニ
ン
ジ
ン
の
展
開

②
種
苗
法
改
正
に
伴
い
中
城
の
種
子
は
ど
う
守
る
の
か

①
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
　
②
村
の
行
事
開
催

比
嘉

　麻
乃

①
歴
史
の
道
の
利
用
・
活
用
は
　
②
安
心
な
飲
料
水
を
求
む

安
里

　清
市

渡
嘉
敷
眞
整

①
護
佐
丸
バ
ス
の
運
行
　
②
国
の
叙
勲
授
章
者

③
北
谷
浄
水
場
系
統
の
水
道
水

新
垣

　貞
則

①
久
場
地
区
の
護
岸
・
道
路
の
整
備
と
地
す
べ
り
対
策

②
中
城
小
学
校
区
内
の
地
す
べ
り
、道
路
、排
水
路
の
整
備

③
中
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
各
種
福
祉
団
体
の
移
転

①
種
子
法
、種
苗
法
　
②
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

安
里
ヨ
シ
子

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対
策
は

②
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
と
結
果
は

③
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
と
対
策
は

新
垣

　善
功

①
公
文
書
等
の
管
理

②
東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
の
発
展
戦
略

新
垣

　博
正

①
農
業
振
興
　
②
国
道
3
2
9
号
西
原
・
中
城
バ
イ
パ
ス

仲
松

　正
敏

①
通
学
路
整
備
と
交
通
安
全
対
策
へ
の
取
組
み
は

②
住
民
要
望
・
陳
情
へ
の
取
組
と
解
決
を
図
る

③
西
原
バ
イ
パ
ス
延
伸
地
域
の
土
地
利
用
計
画
の
取
組
は

新 

垣

　 修

一般質問 ※質問者が会議録から要約した
　原稿を編集しています。

令和2年12月定例議会
村政を問う!

金 

城

　 章

①
新
庁
舎
建
設
　
②
本
村
の
都
市
計
画

③
食
文
化
と
農
業
　
④
道
路
整
備
計
画
　
⑤
公
共
施
設

南
上
原
地
区
へ

公

共

施

設

を

主
要
道
路
周
辺

用

途

変

更

を

金城　章　議員

議
員　

南
上
原
地
区
へ
の

公
的
施
設
、例
え
ば
社
会

教
育
的
公
民
館
、複
合
施

設
、福
祉
施
設
、児
童
館

等
の
考
え
は
。

企
画
課
長　
現
時
点
に
お

い
て
、南
上
原
地
域
へ
の
新

た
な
公
共
施
設
等
の
整
備

計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
、住
民
ニ
ー
ズ
に
基

づ
い
た
必
要
と
さ
れ
る
施

設
整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

財
政
も
厳
し
い
の

は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大

事
に
す
る
面
で
も
公
的
施

設
は
設
置
す
べ
き
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

村
長　

当
然
南
上
原
へ
の

公
共
施
設
は
以
前
か
ら
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
け
ど
、
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
ず
土

地
が
あ
る
か
ど
う
か
で

す
。南
上
原
は
非
常
に
都

市
化
さ
れ
、金
額
が
高
額

で
す
の
で
土
地
の
取
得
の

面
が
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
の
は
誰
も
が

知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
土
地
は
公
園
を
利
用
し

た
形
で
の
公
共
施
設
の
造

り
方
、あ
る
い
は
金
額
的

に
少
し
落
ち
て
い
っ
た
時

に
土
地
取
得
が
で
き
る

か
、色
々
な
面
で
策
を
講

じ
な
が
ら
行
政
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
議
員
の
お
知
恵

と
か
補
助
金
等
、そ
の
辺

の
ご
提
言
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

議
員　
村
全
域
で
は
公
共

施
設
の
一
極
集
中
は
行
政

的
に
素
晴
ら
し
い
施
策
で

す
が
村
人
口
の
３
分
の
１

が
集
中
し
た
地
域
の
住
民

に
は
公
的
施
設
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。土
地

が
高
価
だ
か
ら
施
設
が
造

れ
な
い
と
か
の
問
題
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。今
後

検
討
し
て
下
さ
い
。

議
員　
那
覇
広
域
で
あ
ろ

う
が
中
部
広
域
で
も
主
要

道
路
3
2
9
号
側
周
辺
、

西
原
バ
イ
パ
ス
、和
宇
慶
、

北
浜
・
南
浜
地
区
の
周
辺

も
用
途
変
更
の
考
え
は
あ

る
か
。

村
長　
中
城
の
幹
線
道
路

沿
い
を
い
か
に
し
て
変
更

し
て
い
く
か
、単
純
に
言

え
ば
建
物
が
建
て
や
す
く

計
画
が
し
や
す
く
な
る
環

境
を
ど
う
創
っ
て
い
く
か

と
い
う
の
は
、既
に
話
も

出
て
い
る
段
階
で
す
。現

3
2
9
号
沿
い
を
ど
う
し

て
い
く
か
、議
員
の
お
っ

し
ゃ
る
西
原
バ
イ
パ
ス
に

流
れ
て
い
く
手
順
も
調
整

も
行
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

議
員　

国
道
沿
い
を
ア

パ
ー
ト
も
商
業
施
設
も
造

れ
る
用
途
変
更
も
早
目
に

進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

日常生活用具給付等事業（紙おむつ）の給付要件の緩和・中城村に対する支援要請に関する陳情
（提案理由） 総務常任委員会に付託された陳情を審査の結果、採択と決定。陳情第13号

採択

国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める陳情
（提案理由） 文教社会常任委員会に付託された陳情第8号を審査の結果、採択と決定。陳情第14号

採択

令和3年度福祉施策及び予算の充実について（要請）
（提案理由） 本会議にて、採択と決定。陳情第15号

採択

●
北
上
原
地
区
整
備
計
画

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。 （２）（３） （２）



国
道
3
2
9
号

西
原
・
中
城
バ
イ
パ
ス

令和２年12月定例議会

安里　清市　議員

議
員　
ハ
ン
タ
道
及
び
周
辺

文
化
財
保
全
整
備
基
本
計

画
作
成
検
討
委
員
会
の
成

果
書
は
完
成
し
た
で
し
ょ

う
か
。

生
涯
学
習
課
長　
同
計
画

を
50
冊
作
成
し
刊
行
し
て

い
る
。

議
員　
歴
史
の
道
に
、新
た

に
駐
車
場
や
ト
イ
レ・
小
規

模
休
憩
場
所
・
売
店
な
ど

を
一括
し
て
整
備
す
る
案
件

は
検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。こ

れ
ら
施
設
の
候
補
地
は

生
涯
学
習
課
長　
必
要
性

は
感
じ
る
が
、検
討
は
し
て

い
な
い
。観
光
協
会
や
関
係

機
関
と
議
論
し
な
が
ら
関

連
施
設
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
歴
史
の
道
の
本
村

観
光
振
興
に
果
た
す
役
割

は生
涯
学
習
課
長　
重
要
な

文
化
財
や
戦
跡
が
点
在
し

て
お
り
中
城
城
跡
と
連
動

し
た
観
光
資
源
と
し
て
位

置
づ
け
関
連
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
観
光
へ
の
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

議
員　
施
設
の
整
備
や
草

刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
に

も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
水
道
水
へ
の
フ
ッ
素

化
合
物
の
混
入
報
道
の
後
、

上
地
区（
登
又
、北
上
原
、サ

ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
、新
垣
、南

上
原
）で
は
、飲
水
は
ペッ
ト

ボ
ト
ル
で
購
入
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。直
近
の
有
機

フ
ッ
素
化
合
物（PFO

S,PF
O
A

）の
数
値
は
い
く
ら
で

す
か

上
下
水
道
課
長　
北
谷
浄

水
場
で
の
嘉
手
納
井
戸
群

を
含
む
中
部
水
源
か
ら
の

取
水
量
は
15
・８
％
で
、

PFO
S,PFOA

の
合
計
値

は
13
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
す
。

議
員　
村
議
会
で
は
令
和

元
年
９
月
定
例
会
で
意
見

書
を
、ま
た
令
和
２
年
９
月

の
定
例
会
で
は
陳
情
を
採

択
し
取
水
先
の
変
更
な
ど

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。村
長

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

村
長　
第
一
に
安
心
安
全
で

あ
る
。該
当
市
町
村
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
解
決
に
向
け
て

努
力
し
た
い
。

議
員　
上
地
区
の
住
民
は

１
万
1
5
3
2
人
で
年
間

に
約
２
億
2
6
0
0
万
円

で
安
心
で
き
な
い
水
道
水

を
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
汚
染
さ
れ
た
水
道

水
を
長
年
飲
み
続
け
て
き

た
住
民
を
対
象
に
血
中
濃

度
測
定
を
実
施
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

下
水
道
課
長　
県
企
業
局

の
測
定
値
や
専
門
家
の
意

見
も
考
慮
し
て
、安
心
安
全

で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
、

測
定
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

議
員　
今
後
は
取
水
先
の

変
更
要
請
と
フ
ッ
素
化
合

物
の
血
中
濃
度
の
測
定
を

検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

一般質問

比嘉　麻乃　議員

議
員　
現
在
の
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
助
成
を

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る

考
え
は
。

村
長　

2
0
2
2
年
度

か
ら
沖
縄
県
が
中
学
校
ま

で
助
成
す
る
と
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。そ
う
い
う
面

で
は
本
村
が
独
自
財
源
で

支
援
し
て
き
た
分
が
減
額

に
な
り
ま
す
が
、担
当
課

か
ら
言
わ
せ
ま
す
と
、毎

年
増
え
る
費
用
に
溶
け
込

ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。た
だ
実
際
に
は

間
違
い
な
く
財
政
的
な
負

担
は
少
し
軽
減
さ
れ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今

後
、財
源
的
な
部
分
も
勘

案
し
な
が
ら
真
剣
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
対
象
を

高
校
生
ま
で
拡
充
す
る
考

え
は
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員　
命
に
関
わ
る
難
病

で
保
険
適
用
外
の
治
療
費

が
発
生
し
た
場
合
に
村
が

一
部
負
担
す
る
考
え
は
。

こ
ど
も
課
長　
保
険
適
用

外
の
治
療
費
の
一
部
負
担

と
な
り
ま
す
と
、医
療
費

助
成
制
度
と
は
別
の
制
度

創
設
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、現
在
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

村
長　

当
然
行
政
と
し
て

支
援
し
て
い
き
た
い
気
持
ち

は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今
後

の
課
題
に
さ
せ
て
下
さ
い
。

議
員　
中
学
校
の
修
学
旅

行
延
期
の
理
由
は
。

教
育
総
務
課
主
幹　

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
状
況
が
今
後
さ
ら
に
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
て
延
期

す
る
判
断
と
な
り
ま
し

た
。

議
員　

延
期
に
つ
い
て
は

当
然
の
判
断
だ
と
思
う

が
、今
回
、修
学
旅
行
先

を
九
州
か
ら
関
西
に
変
更

し
た
事
で
保
護
者
か
ら

「
九
州
の
平
和
学
習
を
さ

せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が

あ
る
が
、教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。

教
育
長　
修
学
旅
行
の
狙

い
は
、平
和
学
習
は
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、沖
縄

と
違
う
文
化
、自
然
、産

業
の
見
分
を
深
め
、仲
間

と
の
人
間
関
係
づ
く
り
を

し
て
い
く
こ
と
で
す
。基
本

的
に
学
校
行
事
は
学
校
裁

量
で
す
が
、私
の
私
見
で

あ
れ
ば
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
や

奈
良
、
京
都
は
大
人
に

な
っ
て
も
行
く
チ
ャ
ン
ス

は
あ
る
と
思
っ
て
ま
す
。

議
員　
令
和
２
年
度
の
新

成
人
は
中
城
城
跡
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た

2
0
0
0
年
生
ま
れ
で
あ

り
、成
人
式
を
中
城
城
跡

で
開
催
す
る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　
天
候
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、現

時
点
で
は
開
催
す
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

令和２年12月定例議会

大城　常良　議員

議
員　
９
月
議
会
で
は
導

入
の
是
非
に
つ
い
て
は
学
校

現
場
が
導
入
し
た
方
が
よ

い
と
考
え
た
ら
導
入
に
向

け
て
い
く
と
教
育
長
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

後
の
協
議
、進
捗
状
況
は
。

教
育
長　
９
月
議
会
で
も

大
城
議
員
か
ら
質
問
を
受

け
て
教
育
委
員
会
の
会
議
、

校
長
会
等
で
話
し
合
い
を

行
い
、村
立
の
小
中
学
校
４

校
で
令
和
３
年
度
４
月
か

ら
導
入
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹　
ど
の

校
長
先
生
も
導
入
に
は
前

向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

議
員　
４
月
か
ら
始
ま
る

こ
と
に
よ
り
、学
校
で
男
女

差
別
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

議
員　
吉
の
浦
線
、屋
宜
被

留
十
字
路
の
横
断
線
が
見

え
に
く
く
な
り
学
校
へ
の

登
下
校
や
横
断
の
際
、危
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
対

策
は
。

都
市
建
設
課
長　
屋
宜
被

留
線
十
字
路
の
横
断
歩
道

は
、令
和
３
年
度
２
月
ま
で

に
は
実
施
し
ま
す
。

議
員　
事
故
等
が
起
こ
ら

な
い
前
に
早
い
対
策
を
要

望
し
ま
す
。

議
員　
夢
の
園
こ
ど
も
園

で
陥
没
事
故
が
発
生
し
て

か
ら
６
ヶ
月
が
過
ぎ
て
い
る

が
、復
旧
対
策
の
進
捗
状
況

は
。

こ
ど
も
課
長　

10
月
12
日

に
保
護
者
説
明
会
も
開
催

さ
れ
、11
月
20
日
か
ら
復
旧

工
事
を
着
工
し
、工
期
は
令

和
３
年
３
月
末
を
予
定
、４

月
１
日
か
ら
保
育
再
開
の

予
定
で
す
。

議
員　
今
後
も
行
政
の
力

を
お
貸
し
い
た
だ
い
て
、保

育
園
や
こ
ど
も
園
が
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
の
で
、相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員　
東
海
岸
地
域
サ
ン

ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、本
村
の
取
り
組
み
及
び

進
捗
状
況
は
。

村
長　
予
算
的
な
面
で
ま

だ
で
き
て
い
な
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、官
民
一
緒
に

な
っ
て
や
る
方
法
は
な
い
か

県
も
一
緒
に
な
っ
て
調
査
し

て
い
る
段
階
で
今
後
は
、東

海
岸
活
性
化
に
向
け
た
施

策
の
展
開
を
一
緒
に
や
っ
て

い
く
の
は
各
首
長
の
共
通

し
た
認
識
で
す
。

議
員　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
が
ま
だ
ま
だ

見
え
な
い
中
で
、村
民
の
中

に
は
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
厳
し
い
環
境
下
に
あ

る
方
々
が
多
数
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
村
政
運
営
を
行
う

よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

玉那覇　登　議員

議
員　
国
道
3
2
9
号
西

原
・
中
城
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺

い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
国
道
3

2
9
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

の
都
市
計
画
道
路
の
原
案

が
作
成
さ
れ
、10
月
19
日
西

原
町
、10
月
22
日
中
城
村
で

地
権
者
説
明
会
が
行
わ
れ
、

11
月
11
日
に
公
聴
会
、そ
の

後
、両
町
村
の
都
市
計
画
審

議
会
、現
在
都
市
計
画
案
の

公
告
・
縦
覧
期
間
と
し
て
い

ま
す
。今
後
は
、沖
縄
県
都

市
計
画
審
議
会
の
同
意
で

都
市
計
画
と
し
て
定
め
、事

業
化
へ
進
む
手
順
で
す
。

議
員　
令
和
２
年
度
に
完

成
し
た
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。農
業
振
興
や

農
業
離
農
者
を
少
な
く
す

る
た
め
に
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、経
済
的
支
援
と

し
て
ど
の
様
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
、村
が
行
っ
て
い
る
支
援

は
、病
害
虫
の
農
薬
購
入
補

助
10
％
、出
荷
箱
資
材
補
助

10
％
、農
業
用
機
械
の
貸
出

し
は
無
料
、廃
ビ
ニ
ー
ル
等

の
処
理
も
無
料
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
和
宇
慶
か
ら
北
浜

の
方
に
下
っ
て
行
く
川
沿
い

の
十
字
路
は
事
故
が
よ
く

発
生
し
て
い
る
。現
在
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
破
損
し
て
危

険
で
す
。事
故
防
止
の
た
め

に
、標
識
や
路
面
標
示
を
施

工
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
現
場
は
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
、

規
制
線
や
規
制
標
示
板
も

確
認
し
づ
ら
い
位
置
に
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
民
生
活
課
や
都
市
建
設

課
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

議
員　
９
月
議
会
で
お
願

い
し
た
避
難
路
の
側
溝
崩

落
や
民
家
の
山
側
か
ら
の

土
圧
に
対
す
る
計
測
計
等

の
設
置
に
つ
い
て
、そ
の
後
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
中
部
土

木
事
務
所
と
現
場
確
認
を

行
い
、そ
の
場
所
は
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
確

認
し
て
い
ま
す
。中
部
土
木

事
務
所
の
方
で
、次
年
度

以
降
に
調
査
業
務
を
行

い
、対
策
を
判
断
し
て
行

き
ま
す
。土
圧
に
よ
る
変

形
も
確
認
し
て
い
る
の
で
、

定
期
的
な
巡
回
、土
圧
変

形
に
よ
る
排
水
管
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
箇

所
を
計
測
や
経
過
観
察
を

行
い
、必
要
な
対
策
を
実

施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。今
後
も
、県
と
連
携

し
、経
過
観
察
を
行
い
た

い
。

農

業

振

興

災

害

対

策

農
道
の
交
通
安
全
対
策

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

村
の
行
事
開
催

歴
史
の
道
の
利
用
活
用

安
心
な
水
を
上
地
区
に

男

女

混

合

名
簿
の
導
入
は

認
定
こ
ど
も
園
の

陥

没

事

故

は

道

路

行

政

M
I
C
E
事
業
は

一般質問

●
新
庁
舎
の
管
理
、運
営

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。 （４）（５）



国
道
3
2
9
号

西
原
・
中
城
バ
イ
パ
ス

令和２年12月定例議会

安里　清市　議員

議
員　
ハ
ン
タ
道
及
び
周
辺

文
化
財
保
全
整
備
基
本
計

画
作
成
検
討
委
員
会
の
成

果
書
は
完
成
し
た
で
し
ょ

う
か
。

生
涯
学
習
課
長　
同
計
画

を
50
冊
作
成
し
刊
行
し
て

い
る
。

議
員　
歴
史
の
道
に
、新
た

に
駐
車
場
や
ト
イ
レ・
小
規

模
休
憩
場
所
・
売
店
な
ど

を
一括
し
て
整
備
す
る
案
件

は
検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。こ

れ
ら
施
設
の
候
補
地
は

生
涯
学
習
課
長　
必
要
性

は
感
じ
る
が
、検
討
は
し
て

い
な
い
。観
光
協
会
や
関
係

機
関
と
議
論
し
な
が
ら
関

連
施
設
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
歴
史
の
道
の
本
村

観
光
振
興
に
果
た
す
役
割

は生
涯
学
習
課
長　
重
要
な

文
化
財
や
戦
跡
が
点
在
し

て
お
り
中
城
城
跡
と
連
動

し
た
観
光
資
源
と
し
て
位

置
づ
け
関
連
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
観
光
へ
の
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

議
員　
施
設
の
整
備
や
草

刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
に

も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
水
道
水
へ
の
フ
ッ
素

化
合
物
の
混
入
報
道
の
後
、

上
地
区（
登
又
、北
上
原
、サ

ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
、新
垣
、南

上
原
）で
は
、飲
水
は
ペッ
ト

ボ
ト
ル
で
購
入
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。直
近
の
有
機

フ
ッ
素
化
合
物（PFO

S,PF
O
A

）の
数
値
は
い
く
ら
で

す
か

上
下
水
道
課
長　
北
谷
浄

水
場
で
の
嘉
手
納
井
戸
群

を
含
む
中
部
水
源
か
ら
の

取
水
量
は
15
・８
％
で
、

PFO
S,PFOA

の
合
計
値

は
13
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
す
。

議
員　
村
議
会
で
は
令
和

元
年
９
月
定
例
会
で
意
見

書
を
、ま
た
令
和
２
年
９
月

の
定
例
会
で
は
陳
情
を
採

択
し
取
水
先
の
変
更
な
ど

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。村
長

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

村
長　
第
一
に
安
心
安
全
で

あ
る
。該
当
市
町
村
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
解
決
に
向
け
て

努
力
し
た
い
。

議
員　
上
地
区
の
住
民
は

１
万
1
5
3
2
人
で
年
間

に
約
２
億
2
6
0
0
万
円

で
安
心
で
き
な
い
水
道
水

を
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
汚
染
さ
れ
た
水
道

水
を
長
年
飲
み
続
け
て
き

た
住
民
を
対
象
に
血
中
濃

度
測
定
を
実
施
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

下
水
道
課
長　
県
企
業
局

の
測
定
値
や
専
門
家
の
意

見
も
考
慮
し
て
、安
心
安
全

で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
、

測
定
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

議
員　
今
後
は
取
水
先
の

変
更
要
請
と
フ
ッ
素
化
合

物
の
血
中
濃
度
の
測
定
を

検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

一般質問

比嘉　麻乃　議員

議
員　
現
在
の
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
助
成
を

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る

考
え
は
。

村
長　

2
0
2
2
年
度

か
ら
沖
縄
県
が
中
学
校
ま

で
助
成
す
る
と
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。そ
う
い
う
面

で
は
本
村
が
独
自
財
源
で

支
援
し
て
き
た
分
が
減
額

に
な
り
ま
す
が
、担
当
課

か
ら
言
わ
せ
ま
す
と
、毎

年
増
え
る
費
用
に
溶
け
込

ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。た
だ
実
際
に
は

間
違
い
な
く
財
政
的
な
負

担
は
少
し
軽
減
さ
れ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今

後
、財
源
的
な
部
分
も
勘

案
し
な
が
ら
真
剣
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
対
象
を

高
校
生
ま
で
拡
充
す
る
考

え
は
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員　
命
に
関
わ
る
難
病

で
保
険
適
用
外
の
治
療
費

が
発
生
し
た
場
合
に
村
が

一
部
負
担
す
る
考
え
は
。

こ
ど
も
課
長　
保
険
適
用

外
の
治
療
費
の
一
部
負
担

と
な
り
ま
す
と
、医
療
費

助
成
制
度
と
は
別
の
制
度

創
設
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、現
在
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

村
長　

当
然
行
政
と
し
て

支
援
し
て
い
き
た
い
気
持
ち

は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今
後

の
課
題
に
さ
せ
て
下
さ
い
。

議
員　
中
学
校
の
修
学
旅

行
延
期
の
理
由
は
。

教
育
総
務
課
主
幹　

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
状
況
が
今
後
さ
ら
に
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
て
延
期

す
る
判
断
と
な
り
ま
し

た
。

議
員　

延
期
に
つ
い
て
は

当
然
の
判
断
だ
と
思
う

が
、今
回
、修
学
旅
行
先

を
九
州
か
ら
関
西
に
変
更

し
た
事
で
保
護
者
か
ら

「
九
州
の
平
和
学
習
を
さ

せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が

あ
る
が
、教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。

教
育
長　
修
学
旅
行
の
狙

い
は
、平
和
学
習
は
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、沖
縄

と
違
う
文
化
、自
然
、産

業
の
見
分
を
深
め
、仲
間

と
の
人
間
関
係
づ
く
り
を

し
て
い
く
こ
と
で
す
。基
本

的
に
学
校
行
事
は
学
校
裁

量
で
す
が
、私
の
私
見
で

あ
れ
ば
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
や

奈
良
、
京
都
は
大
人
に

な
っ
て
も
行
く
チ
ャ
ン
ス

は
あ
る
と
思
っ
て
ま
す
。

議
員　
令
和
２
年
度
の
新

成
人
は
中
城
城
跡
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た

2
0
0
0
年
生
ま
れ
で
あ

り
、成
人
式
を
中
城
城
跡

で
開
催
す
る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　
天
候
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、現

時
点
で
は
開
催
す
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

令和２年12月定例議会

大城　常良　議員

議
員　
９
月
議
会
で
は
導

入
の
是
非
に
つ
い
て
は
学
校

現
場
が
導
入
し
た
方
が
よ

い
と
考
え
た
ら
導
入
に
向

け
て
い
く
と
教
育
長
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

後
の
協
議
、進
捗
状
況
は
。

教
育
長　
９
月
議
会
で
も

大
城
議
員
か
ら
質
問
を
受

け
て
教
育
委
員
会
の
会
議
、

校
長
会
等
で
話
し
合
い
を

行
い
、村
立
の
小
中
学
校
４

校
で
令
和
３
年
度
４
月
か

ら
導
入
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹　
ど
の

校
長
先
生
も
導
入
に
は
前

向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

議
員　
４
月
か
ら
始
ま
る

こ
と
に
よ
り
、学
校
で
男
女

差
別
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

議
員　
吉
の
浦
線
、屋
宜
被

留
十
字
路
の
横
断
線
が
見

え
に
く
く
な
り
学
校
へ
の

登
下
校
や
横
断
の
際
、危
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
対

策
は
。

都
市
建
設
課
長　
屋
宜
被

留
線
十
字
路
の
横
断
歩
道

は
、令
和
３
年
度
２
月
ま
で

に
は
実
施
し
ま
す
。

議
員　
事
故
等
が
起
こ
ら

な
い
前
に
早
い
対
策
を
要

望
し
ま
す
。

議
員　
夢
の
園
こ
ど
も
園

で
陥
没
事
故
が
発
生
し
て

か
ら
６
ヶ
月
が
過
ぎ
て
い
る

が
、復
旧
対
策
の
進
捗
状
況

は
。

こ
ど
も
課
長　

10
月
12
日

に
保
護
者
説
明
会
も
開
催

さ
れ
、11
月
20
日
か
ら
復
旧

工
事
を
着
工
し
、工
期
は
令

和
３
年
３
月
末
を
予
定
、４

月
１
日
か
ら
保
育
再
開
の

予
定
で
す
。

議
員　
今
後
も
行
政
の
力

を
お
貸
し
い
た
だ
い
て
、保

育
園
や
こ
ど
も
園
が
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
の
で
、相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員　
東
海
岸
地
域
サ
ン

ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、本
村
の
取
り
組
み
及
び

進
捗
状
況
は
。

村
長　
予
算
的
な
面
で
ま

だ
で
き
て
い
な
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、官
民
一
緒
に

な
っ
て
や
る
方
法
は
な
い
か

県
も
一
緒
に
な
っ
て
調
査
し

て
い
る
段
階
で
今
後
は
、東

海
岸
活
性
化
に
向
け
た
施

策
の
展
開
を
一
緒
に
や
っ
て

い
く
の
は
各
首
長
の
共
通

し
た
認
識
で
す
。

議
員　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
が
ま
だ
ま
だ

見
え
な
い
中
で
、村
民
の
中

に
は
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
厳
し
い
環
境
下
に
あ

る
方
々
が
多
数
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
村
政
運
営
を
行
う

よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

玉那覇　登　議員

議
員　
国
道
3
2
9
号
西

原
・
中
城
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺

い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
国
道
3

2
9
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

の
都
市
計
画
道
路
の
原
案

が
作
成
さ
れ
、10
月
19
日
西

原
町
、10
月
22
日
中
城
村
で

地
権
者
説
明
会
が
行
わ
れ
、

11
月
11
日
に
公
聴
会
、そ
の

後
、両
町
村
の
都
市
計
画
審

議
会
、現
在
都
市
計
画
案
の

公
告
・
縦
覧
期
間
と
し
て
い

ま
す
。今
後
は
、沖
縄
県
都

市
計
画
審
議
会
の
同
意
で

都
市
計
画
と
し
て
定
め
、事

業
化
へ
進
む
手
順
で
す
。

議
員　
令
和
２
年
度
に
完

成
し
た
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。農
業
振
興
や

農
業
離
農
者
を
少
な
く
す

る
た
め
に
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、経
済
的
支
援
と

し
て
ど
の
様
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
、村
が
行
っ
て
い
る
支
援

は
、病
害
虫
の
農
薬
購
入
補

助
10
％
、出
荷
箱
資
材
補
助

10
％
、農
業
用
機
械
の
貸
出

し
は
無
料
、廃
ビ
ニ
ー
ル
等

の
処
理
も
無
料
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
和
宇
慶
か
ら
北
浜

の
方
に
下
っ
て
行
く
川
沿
い

の
十
字
路
は
事
故
が
よ
く

発
生
し
て
い
る
。現
在
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
破
損
し
て
危

険
で
す
。事
故
防
止
の
た
め

に
、標
識
や
路
面
標
示
を
施

工
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
現
場
は
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
、

規
制
線
や
規
制
標
示
板
も

確
認
し
づ
ら
い
位
置
に
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
民
生
活
課
や
都
市
建
設

課
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

議
員　
９
月
議
会
で
お
願

い
し
た
避
難
路
の
側
溝
崩

落
や
民
家
の
山
側
か
ら
の

土
圧
に
対
す
る
計
測
計
等

の
設
置
に
つ
い
て
、そ
の
後
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
中
部
土

木
事
務
所
と
現
場
確
認
を

行
い
、そ
の
場
所
は
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
確

認
し
て
い
ま
す
。中
部
土
木

事
務
所
の
方
で
、次
年
度

以
降
に
調
査
業
務
を
行

い
、対
策
を
判
断
し
て
行

き
ま
す
。土
圧
に
よ
る
変

形
も
確
認
し
て
い
る
の
で
、

定
期
的
な
巡
回
、土
圧
変

形
に
よ
る
排
水
管
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
箇

所
を
計
測
や
経
過
観
察
を

行
い
、必
要
な
対
策
を
実

施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。今
後
も
、県
と
連
携

し
、経
過
観
察
を
行
い
た

い
。

農

業

振

興

災

害

対

策

農
道
の
交
通
安
全
対
策

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

村
の
行
事
開
催

歴
史
の
道
の
利
用
活
用

安
心
な
水
を
上
地
区
に

男

女

混

合

名
簿
の
導
入
は

認
定
こ
ど
も
園
の

陥

没

事

故

は

道

路

行

政

M
I
C
E
事
業
は

一般質問

●
新
庁
舎
の
管
理
、運
営

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。 （４）（５）
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議
員　

村
民
の
要
望
に

沿
っ
た
運
行
ル
ー
ト
の
軽

微
な
見
直
し
に
つ
い
て
、現

在
ウ
フ
ク
ビ
リ
か
ら
大
瀬

線
を
通
っ
て
大
瀬
線
に

１
ヶ
所
あ
る
バ
ス
停
を
ウ
フ

ク
ビ
リ
か
ら
ウ
フ
ク
ビ
リ

線
を
通
っ
て
中
城
城
跡
線

を
経
由
し
て
大
瀬
線
へ
と

つ
な
ぐ
ル
ー
ト
へ
変
更
し
、

県
営
中
城
公
園
前
バ
ス
停

を
設
け
る
こ
と
。理
由
は

大
瀬
線
区
域
に
１
班
か
ら

３
班
、人
口
約
半
数
お
り
、

ウ
フ
ク
ビ
リ
線
区
域
に
４

班
か
ら
６
班
ま
で
約
半
数

の
人
口
が
住
ん
で
い
ま
す
。

バ
ス
利
用
し
て
県
営
中
城

公
園
へ
来
る
旅
行
者（
外

国
人
、県
内
外
旅
行
者
）

に
も
対
応
で
き
る
。現
在

登
又
の
80
歳
以
上
の
高
齢

者
が
約
80
人
い
ま
す
。毎
年

ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い

ま
す
。交
通
安
全
の
面
か

ら
免
許
返
納
者
が
増
え
て

き
て
護
佐
丸
バ
ス
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。高
齢

者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

ご
配
慮
願
い
ま
す
。

企
画
課
長　
村
民
の
護
佐

丸
バ
ス
に
関
す
る
要
望
、

土
日
の
運
行
や
夕
方
の
増

便
、ル
ー
ト
見
直
し
な
ど

の
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
厳
し
く
、現
在
の
運

行
時
間
や
ル
ー
ト
変
更
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ご
指
摘
の
路
線
ル
ー
ト
編

成
に
つ
い
て
も
、既
存
の
登

又
バ
ス
停
で
の
乗
降
者
数

を
み
な
が
ら
バ
ス
停
の
新

設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

又
、今
後
の
検
討
で
ど
の

程
度
の
利
用
者
数
が
見
込

め
る
の
か
を
把
握
す
る
必

要
か
ら
、一
定
期
間
の
導

入
実
証
試
験
を
行
い
、そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
慎
重

に
考
え
て
行
き
た
い
。

議
員
80
歳
に
な
っ
た
の
で

交
通
安
全
の
た
め
運
転
免

許
を
返
納
し
て
、う
る
ま

市
赤
道
に
登
又
か
ら
添
石

バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
路
線

バ
ス
を
利
用
し
て
行
く
方

が
い
る
。相
当
な
難
儀
を

し
て
い
る
の
で
、是
非
と

も
バ
ス
停
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。現
況
の
ウ
フ
ク
ビ
リ

か
ら
大
瀬
線
の
バ
ス
停
ま

で
約
３
分
か
か
り
、ウ
フ
ク

ビ
リ
か
ら
ウ
フ
ク
ビ
リ
線

を
通
っ
て
、中
城
城
跡
線

を
経
由
し
て
大
瀬
線
の
バ

ス
停
ま
で
４
分
か
か
り
ま

す
。た
っ
た
１
分
し
か
差
は

な
い
で
す
。県
営
中
城
公

園
入
口
の
十
字
路
の
と
こ

ろ
に
バ
ス
停
を
造
っ
て
下

さ
い
。

村
長　
許
認
可
事
項
な
の

で
地
元
の
意
見
に
沿
う
よ

う
な
形
で
認
可
申
請
手
続

き
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問

●
国
の
叙
勲
授
章
者

●
北
谷
浄
水
場
系
統
の
水

道
水

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

桃原　清　議員

議
員　
活
発
な
地
域
活
動

を
行
う
為
に
は
補
償
制
度

の
完
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

補
償
制
度
は
各
字
毎
に
、村

内
全
域
で
整
え
る
べ
き
で

あ
り
、役
場
が
中
心
と
な

り
公
民
館
総
合
保
障
制
度

等
へ
の
保
険
加
入
を
勧
め
る

事
は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長　
村
が
主
催
す

る
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
中
で
け
が

等
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
、

総
合
賠
償
保
険
の
保
障
保

険
が
ご
ざ
い
ま
す
。自
宅
を

出
た
と
き
か
ら
自
宅
に
戻

る
ま
で
保
険
適
用
の
範
囲

内
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　
体
協
を

含
め
、吉
の
浦
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
行
事
と
体
協

関
係
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、自
宅
を
で
た
と
こ
ろ
か

ら
帰
宅
ま
で
、保
障
内
容
は

死
亡
、後
遺
症
、後
遺
障

害
、入
院
、手
術
、通
院
の
補

償
等
が
行
わ
れ
る
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

村
長　
ど
の
様
な
形
に
な

る
か
、ど
う
い
う
手
が
う
て

る
か
、各
自
治
会
全
て
、予

算
、経
費
も
違
う
と
思
い
ま

す
の
で
、し
っ
か
り
我
々
で

考
え
、こ
の
場
を
お
借
り
し

て
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
中

城
村
と
し
て
ど
の
様
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。又
、以

前
の
様
に
庁
舎
出
入
り
口

に
て
職
員
の
配
置
対
応
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
現
在
、職
員
に

よ
る
検
温
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

健
康
保
険
課
長　
防
災
無

線
や
広
報
誌
等
で
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
、随
時
最
新
情

報
が
得
ら
れ
る
様
に
沖
縄

県
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
北
上
原
分
校
跡
広

場
に
張
り
芝
を
し
て
、健
康

維
持
の
為
の
運
動
や
保
育

園
の
運
動
会
等
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
事

は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長　
現
在
、学
童
ク

ラ
ブ
及
び
北
上
原
自
治
会

の
夏
祭
り
の
み
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。広
場
は
無
償

で
使
用
し
て
い
る
事
か
ら
、

使
用
す
る
場
合
の
草
刈
り

に
つ
い
て
は
そ
の
団
体
等
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。駐
車

場
も
整
備
さ
れ
て
な
く
使

用
す
る
団
体
等
は
、今
後
も

限
定
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。こ
の
事
か
ら
現
段
階

で
は
、駐
車
場
を
含
め
、広

場
を
整
備
す
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

地
域
活
動
の
際
の

補

償

制

度

久
場
地
区
の
護
岸
と

地
す
べ
り
対
策
は

泊
地
区
の
地
す
べ
り
対

策
、農
道
、排
水
路
の
整
備

伊
舎
堂
地
区
の
吉
の

浦
排
水
路
対
策
は

屋
宜
地
区
の
農
道
整

備
と
排
水
路
の
整
備
は

北
上
原
分
校
跡

広

場

の

整

備

令和２年12月定例議会

屋良　照枝　議員

議
員　
12
月
12
日
の
島
ニ
ン

ジ
ン
の
日
、先
に
中
城
村
の

中
学
生
が
商
品
開
発
し
た

商
品
の
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

①
商
品
開
発
し
た
商
品
は

そ
の
後
の
展
開
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

②
地
産
地
消
の
食
材
の
確

保
は
で
き
て
い
る
か
。

③
島
ニ
ン
ジ
ン
の
今
年
の
作

付
、収
穫
量
は
ど
う
か
。４

万
枚
の
フ
ィ
ル
ム
の
袋
に
入

る
分
の
島
ニ
ン
ジ
ン
は
あ
る

か
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
の
島
ニ
ン
ジ
ン
の

活
用
は
あ
る
か
。

村
長　
今
年
に
限
っ
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
セ
レ
モ

ニ
ー
等
は
で
き
な
い
が
11

日
に
島
ニ
ン
ジ
ン
の
配
布

は
し
ま
す
。私
ど
も
は
観

光
協
会
の
会
長
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、ラ
イ
カ
ム
で
の
物
産
展

に
出
展
予
定
で
、お
中
元

の
時
期
に
は
、商
品
開
発

し
た
商
品
は
非
常
に
人
気

を
博
し
た
と
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

①
現
在
開
発
し
た
商
品
は

製
造
業
者
と
取
引
を
行
っ

て
い
る
量
販
店
な
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
商
品

の
P
R
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

②
作
付
は
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

29
ト
ン
の
見
込
み
で
去
年

と
数
量
的
に
は
横
ば
い
状

態
で
す
。

企
画
課
長　
④
販
売
で
き

る
よ
う
に
在
庫
確
認
し
な

が
ら
、随
時
掲
載
し
返
礼

品
と
し
て
扱
っ
て
い
き
た

い
。

議
員　
彼
ら
が
開
発
し
た

商
品
を
沢
山
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
、中
城
を
P
R

し
て
ほ
し
い
。

議
員　

遺
伝
子
組
み
換

え
に
よ
る
食
の
問
題
は
安

全
な
食
料
保
障
の
要
で
あ

り
、食
料
の
源
は
種
で
あ

る
。何
を
食
べ
る
の
か
・
何

を
作
る
の
か
農
家
が
安
定

し
て
種
子
生
産
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
、中
城
村
特
産
の
種
子

を
守
る
た
め
に
中
城
村
特

産
の
種
子
を
確
保
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。県
の

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
伝

統
野
菜
の
品
目
は
23
科
75

種
1
5
2
、そ
の
中
に
島

ニ
ン
ジ
ン
、島
大
根
は
守
る

べ
き
品
種
と
し
て
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。中
城
だ
け
に

し
か
な
い
、し
か
も
農
家

さ
ん
が
自
家
採
種
し
て

代
々
大
切
に
守
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
か
け
が
え

の
な
い
種
を
遺
伝
子
レ
ベ

ル
ま
で
解
明
さ
れ
た
島
ニ

ン
ジ
ン
を
来
年
も
採
種
さ

れ
大
切
に『
守
る
べ
き
種

と
し
て
未
来
へ
受
け
継
が

れ
て
い
く
』こ
と
を
希
望

し
ま
す
。

新垣　貞則　議員

議
員　
東
海
産
業
〜
熱
田

向
け
約
8
0
0
ｍ
護
岸
沈

下
の
対
策
と
賀
武
道
線
・
久

場
崎
線
は
大
雨
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
た
が
、今
後
の

地
す
べ
り
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長　
東
海
産

業
〜
熱
田
向
け
護
岸
対
策

は
、県
・
中
城
村
・
北
中
城

村
も
含
め
て
３
者
で
協
議

を
し
て
今
後
の
対
策
を
行

う
。地
す
べ
り
対
策
は
、沖

縄
県
で
は
中
頭
東
部
地
区

地
す
べ
り
防
止
区
域
事
業

で
対
策
す
る
予
定
で
、令
和

２
年
度
に
地
す
べ
り
防
止

区
域
指
定
に
す
る
為
の
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、そ
の

後
事
業
化
に
向
け
た
調
整

を
す
る
予
定
で
す
。

議
員　

泊
地
区
の
地
す
べ

り
対
策
と
農
道
及
び
排
水

路
の
整
備
計
画
は
。

産
業
振
興
課
長　
県
で
は

中
頭
東
部
地
区
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
し
、設

計
・
対
策
工
事
を
す
る
予

定
区
域
と
な
っ
て
い
る
の
で

県
の
対
策
を
踏
ま
え
た
上

で
対
応
し
、道
路
・
排
水
路

の
修
繕
は
、維
持
管
理
の
範

囲
で
対
応
し
ま
す
。

議
員　
伊
舎
堂
の
吉
の
浦

線「
日
の
出
園
」の
道
路
は
、

毎
回
大
雨
の
た
び
に
排
水

路
か
ら
水
が
氾
濫
し
生
活

道
路
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
が
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長　
側
溝
の

改
良
や
集
水
ま
す
の
大
型

化
な
ど
、今
後
対
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員　
屋
宜
地
区
の
潮
垣

線
周
辺
農
道
は
凹
凸
が
あ

り
雨
降
り
後
に
は
水
が
溜

ま
り
人
や
車
が
通
り
に
く

く
困
っ
て
い
る
が
農
道
整
備

は
。

産
業
振
興
課
長　
令
和
３

年
〜
令
和
４
年
に
お
い
て
、

耕
作
放
棄
地
条
件
改
善
事

業
で
屋
宜
の
一
部
か
ら
添
石

間
ま
で
の
農
道
を
整
備
す

る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

屋
宜
地
区
に
お
い
て
は
、ほ

ぼ
農
道
整
備
は
完
了
し
ま

す
。

種
苗
法
改
正
に
伴
い
中
城

の
種
子
は
ど
う
守
る
の
か
！

島
ニ
ン
ジ
ン
の
展
開
は
！

護
佐
丸
バ
ス
の
運
行

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

渡嘉敷 眞整　議員
しんしょう

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

熱田向けの護岸は壊れかけている。

（６）（７）
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議
員　

村
民
の
要
望
に

沿
っ
た
運
行
ル
ー
ト
の
軽

微
な
見
直
し
に
つ
い
て
、現

在
ウ
フ
ク
ビ
リ
か
ら
大
瀬

線
を
通
っ
て
大
瀬
線
に

１
ヶ
所
あ
る
バ
ス
停
を
ウ
フ

ク
ビ
リ
か
ら
ウ
フ
ク
ビ
リ

線
を
通
っ
て
中
城
城
跡
線

を
経
由
し
て
大
瀬
線
へ
と

つ
な
ぐ
ル
ー
ト
へ
変
更
し
、

県
営
中
城
公
園
前
バ
ス
停

を
設
け
る
こ
と
。理
由
は

大
瀬
線
区
域
に
１
班
か
ら

３
班
、人
口
約
半
数
お
り
、

ウ
フ
ク
ビ
リ
線
区
域
に
４

班
か
ら
６
班
ま
で
約
半
数

の
人
口
が
住
ん
で
い
ま
す
。

バ
ス
利
用
し
て
県
営
中
城

公
園
へ
来
る
旅
行
者（
外

国
人
、県
内
外
旅
行
者
）

に
も
対
応
で
き
る
。現
在

登
又
の
80
歳
以
上
の
高
齢

者
が
約
80
人
い
ま
す
。毎
年

ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い

ま
す
。交
通
安
全
の
面
か

ら
免
許
返
納
者
が
増
え
て

き
て
護
佐
丸
バ
ス
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。高
齢

者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

ご
配
慮
願
い
ま
す
。

企
画
課
長　
村
民
の
護
佐

丸
バ
ス
に
関
す
る
要
望
、

土
日
の
運
行
や
夕
方
の
増

便
、ル
ー
ト
見
直
し
な
ど

の
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
厳
し
く
、現
在
の
運

行
時
間
や
ル
ー
ト
変
更
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ご
指
摘
の
路
線
ル
ー
ト
編

成
に
つ
い
て
も
、既
存
の
登

又
バ
ス
停
で
の
乗
降
者
数

を
み
な
が
ら
バ
ス
停
の
新

設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

又
、今
後
の
検
討
で
ど
の

程
度
の
利
用
者
数
が
見
込

め
る
の
か
を
把
握
す
る
必

要
か
ら
、一
定
期
間
の
導

入
実
証
試
験
を
行
い
、そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
慎
重

に
考
え
て
行
き
た
い
。

議
員
80
歳
に
な
っ
た
の
で

交
通
安
全
の
た
め
運
転
免

許
を
返
納
し
て
、う
る
ま

市
赤
道
に
登
又
か
ら
添
石

バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
路
線

バ
ス
を
利
用
し
て
行
く
方

が
い
る
。相
当
な
難
儀
を

し
て
い
る
の
で
、是
非
と

も
バ
ス
停
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。現
況
の
ウ
フ
ク
ビ
リ

か
ら
大
瀬
線
の
バ
ス
停
ま

で
約
３
分
か
か
り
、ウ
フ
ク

ビ
リ
か
ら
ウ
フ
ク
ビ
リ
線

を
通
っ
て
、中
城
城
跡
線

を
経
由
し
て
大
瀬
線
の
バ

ス
停
ま
で
４
分
か
か
り
ま

す
。た
っ
た
１
分
し
か
差
は

な
い
で
す
。県
営
中
城
公

園
入
口
の
十
字
路
の
と
こ

ろ
に
バ
ス
停
を
造
っ
て
下

さ
い
。

村
長　
許
認
可
事
項
な
の

で
地
元
の
意
見
に
沿
う
よ

う
な
形
で
認
可
申
請
手
続

き
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問

●
国
の
叙
勲
授
章
者

●
北
谷
浄
水
場
系
統
の
水

道
水

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

桃原　清　議員

議
員　
活
発
な
地
域
活
動

を
行
う
為
に
は
補
償
制
度

の
完
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

補
償
制
度
は
各
字
毎
に
、村

内
全
域
で
整
え
る
べ
き
で

あ
り
、役
場
が
中
心
と
な

り
公
民
館
総
合
保
障
制
度

等
へ
の
保
険
加
入
を
勧
め
る

事
は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長　
村
が
主
催
す

る
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
中
で
け
が

等
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
、

総
合
賠
償
保
険
の
保
障
保

険
が
ご
ざ
い
ま
す
。自
宅
を

出
た
と
き
か
ら
自
宅
に
戻

る
ま
で
保
険
適
用
の
範
囲

内
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　
体
協
を

含
め
、吉
の
浦
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
行
事
と
体
協

関
係
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、自
宅
を
で
た
と
こ
ろ
か

ら
帰
宅
ま
で
、保
障
内
容
は

死
亡
、後
遺
症
、後
遺
障

害
、入
院
、手
術
、通
院
の
補

償
等
が
行
わ
れ
る
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

村
長　
ど
の
様
な
形
に
な

る
か
、ど
う
い
う
手
が
う
て

る
か
、各
自
治
会
全
て
、予

算
、経
費
も
違
う
と
思
い
ま

す
の
で
、し
っ
か
り
我
々
で

考
え
、こ
の
場
を
お
借
り
し

て
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
中

城
村
と
し
て
ど
の
様
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。又
、以

前
の
様
に
庁
舎
出
入
り
口

に
て
職
員
の
配
置
対
応
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
現
在
、職
員
に

よ
る
検
温
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

健
康
保
険
課
長　
防
災
無

線
や
広
報
誌
等
で
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
、随
時
最
新
情

報
が
得
ら
れ
る
様
に
沖
縄

県
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
北
上
原
分
校
跡
広

場
に
張
り
芝
を
し
て
、健
康

維
持
の
為
の
運
動
や
保
育

園
の
運
動
会
等
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
事

は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長　
現
在
、学
童
ク

ラ
ブ
及
び
北
上
原
自
治
会

の
夏
祭
り
の
み
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。広
場
は
無
償

で
使
用
し
て
い
る
事
か
ら
、

使
用
す
る
場
合
の
草
刈
り

に
つ
い
て
は
そ
の
団
体
等
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。駐
車

場
も
整
備
さ
れ
て
な
く
使

用
す
る
団
体
等
は
、今
後
も

限
定
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。こ
の
事
か
ら
現
段
階

で
は
、駐
車
場
を
含
め
、広

場
を
整
備
す
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

地
域
活
動
の
際
の

補

償

制

度

久
場
地
区
の
護
岸
と

地
す
べ
り
対
策
は

泊
地
区
の
地
す
べ
り
対

策
、農
道
、排
水
路
の
整
備

伊
舎
堂
地
区
の
吉
の

浦
排
水
路
対
策
は

屋
宜
地
区
の
農
道
整

備
と
排
水
路
の
整
備
は

北
上
原
分
校
跡

広

場

の

整

備

令和２年12月定例議会

屋良　照枝　議員

議
員　
12
月
12
日
の
島
ニ
ン

ジ
ン
の
日
、先
に
中
城
村
の

中
学
生
が
商
品
開
発
し
た

商
品
の
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

①
商
品
開
発
し
た
商
品
は

そ
の
後
の
展
開
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

②
地
産
地
消
の
食
材
の
確

保
は
で
き
て
い
る
か
。

③
島
ニ
ン
ジ
ン
の
今
年
の
作

付
、収
穫
量
は
ど
う
か
。４

万
枚
の
フ
ィ
ル
ム
の
袋
に
入

る
分
の
島
ニ
ン
ジ
ン
は
あ
る

か
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
の
島
ニ
ン
ジ
ン
の

活
用
は
あ
る
か
。

村
長　
今
年
に
限
っ
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
セ
レ
モ

ニ
ー
等
は
で
き
な
い
が
11

日
に
島
ニ
ン
ジ
ン
の
配
布

は
し
ま
す
。私
ど
も
は
観

光
協
会
の
会
長
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、ラ
イ
カ
ム
で
の
物
産
展

に
出
展
予
定
で
、お
中
元

の
時
期
に
は
、商
品
開
発

し
た
商
品
は
非
常
に
人
気

を
博
し
た
と
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

①
現
在
開
発
し
た
商
品
は

製
造
業
者
と
取
引
を
行
っ

て
い
る
量
販
店
な
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
商
品

の
P
R
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

②
作
付
は
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

29
ト
ン
の
見
込
み
で
去
年

と
数
量
的
に
は
横
ば
い
状

態
で
す
。

企
画
課
長　
④
販
売
で
き

る
よ
う
に
在
庫
確
認
し
な

が
ら
、随
時
掲
載
し
返
礼

品
と
し
て
扱
っ
て
い
き
た

い
。

議
員　
彼
ら
が
開
発
し
た

商
品
を
沢
山
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
、中
城
を
P
R

し
て
ほ
し
い
。

議
員　

遺
伝
子
組
み
換

え
に
よ
る
食
の
問
題
は
安

全
な
食
料
保
障
の
要
で
あ

り
、食
料
の
源
は
種
で
あ

る
。何
を
食
べ
る
の
か
・
何

を
作
る
の
か
農
家
が
安
定

し
て
種
子
生
産
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
、中
城
村
特
産
の
種
子

を
守
る
た
め
に
中
城
村
特

産
の
種
子
を
確
保
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。県
の

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
伝

統
野
菜
の
品
目
は
23
科
75

種
1
5
2
、そ
の
中
に
島

ニ
ン
ジ
ン
、島
大
根
は
守
る

べ
き
品
種
と
し
て
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。中
城
だ
け
に

し
か
な
い
、し
か
も
農
家

さ
ん
が
自
家
採
種
し
て

代
々
大
切
に
守
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
か
け
が
え

の
な
い
種
を
遺
伝
子
レ
ベ

ル
ま
で
解
明
さ
れ
た
島
ニ

ン
ジ
ン
を
来
年
も
採
種
さ

れ
大
切
に『
守
る
べ
き
種

と
し
て
未
来
へ
受
け
継
が

れ
て
い
く
』こ
と
を
希
望

し
ま
す
。

新垣　貞則　議員

議
員　
東
海
産
業
〜
熱
田

向
け
約
8
0
0
ｍ
護
岸
沈

下
の
対
策
と
賀
武
道
線
・
久

場
崎
線
は
大
雨
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
た
が
、今
後
の

地
す
べ
り
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長　
東
海
産

業
〜
熱
田
向
け
護
岸
対
策

は
、県
・
中
城
村
・
北
中
城

村
も
含
め
て
３
者
で
協
議

を
し
て
今
後
の
対
策
を
行

う
。地
す
べ
り
対
策
は
、沖

縄
県
で
は
中
頭
東
部
地
区

地
す
べ
り
防
止
区
域
事
業

で
対
策
す
る
予
定
で
、令
和

２
年
度
に
地
す
べ
り
防
止

区
域
指
定
に
す
る
為
の
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、そ
の

後
事
業
化
に
向
け
た
調
整

を
す
る
予
定
で
す
。

議
員　

泊
地
区
の
地
す
べ

り
対
策
と
農
道
及
び
排
水

路
の
整
備
計
画
は
。

産
業
振
興
課
長　
県
で
は

中
頭
東
部
地
区
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
し
、設

計
・
対
策
工
事
を
す
る
予

定
区
域
と
な
っ
て
い
る
の
で

県
の
対
策
を
踏
ま
え
た
上

で
対
応
し
、道
路
・
排
水
路

の
修
繕
は
、維
持
管
理
の
範

囲
で
対
応
し
ま
す
。

議
員　
伊
舎
堂
の
吉
の
浦

線「
日
の
出
園
」の
道
路
は
、

毎
回
大
雨
の
た
び
に
排
水

路
か
ら
水
が
氾
濫
し
生
活

道
路
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
が
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長　
側
溝
の

改
良
や
集
水
ま
す
の
大
型

化
な
ど
、今
後
対
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員　
屋
宜
地
区
の
潮
垣

線
周
辺
農
道
は
凹
凸
が
あ

り
雨
降
り
後
に
は
水
が
溜

ま
り
人
や
車
が
通
り
に
く

く
困
っ
て
い
る
が
農
道
整
備

は
。

産
業
振
興
課
長　
令
和
３

年
〜
令
和
４
年
に
お
い
て
、

耕
作
放
棄
地
条
件
改
善
事

業
で
屋
宜
の
一
部
か
ら
添
石

間
ま
で
の
農
道
を
整
備
す

る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

屋
宜
地
区
に
お
い
て
は
、ほ

ぼ
農
道
整
備
は
完
了
し
ま

す
。

種
苗
法
改
正
に
伴
い
中
城

の
種
子
は
ど
う
守
る
の
か
！

島
ニ
ン
ジ
ン
の
展
開
は
！

護
佐
丸
バ
ス
の
運
行

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

渡嘉敷 眞整　議員
しんしょう

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

熱田向けの護岸は壊れかけている。

（６）（７）
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議
員　
沖
縄
振
興
一括
交
付

金
は
10
年
の
期
限
が
あ
る

が
、こ
れ
ま
で
の
実
績
一覧
は

あ
る
か
。次
年
度
の
交
付
金

事
業
の
計
画
は
あ
る
か
。

村
長　
９
年
間
、一
括
交
付

金
の
創
設
以
来
、本
村
は
か

な
り
効
果
的
に
使
っ
て
き
た

市
町
村
の
一つ
だ
と
自
負
し

て
お
り
、い
ろ
ん
な
事
業
が

展
開
で
き
た
。

企
画
課
長　
実
積
額
は
、約

49
億
3
4
0
0
万
円
の
事

業
費
で
す
。年
度
毎
の
実
績

一
覧
は
あ
り
ま
す
。次
年
度

の
配
分
は
未
定
で
す
が
、継

続
事
業
を
中
心
に
進
め
て

い
き
た
い
。

議
員　
村
内
に
は
多
く
の

国
、県
、村
指
定
の
文
化
財

が
あ
り
、こ
れ
を
活
用
し
、

観
光
事
業
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。村
内

の
文
化
財
の
状
況
は
。維
持

管
理
は
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案

内
板
設
置
は
。文
化
財
案
内

人
養
成
講
座
の
開
設
予
定

は
。

生
涯
学
習
課
長　
文
化
財

の
現
状
は
国
指
定
２
件
、県

指
定
４
件
、村
指
定
９
件

と
、中
城
ハ
ン
タ
道
の
歴
史

の
道
百
選
と
南
上
原
の
創

作
組
踊
糸
蒲
の
縁
が
日
本

ユ
ネ
ス
コ
未
来
遺
産
に
登

録
。維
持
管
理
は
、中
城
城

跡
を
共
同
管
理
協
議
会
が
、

城
跡
以
外
は
文
化
財
所
在

自
治
会
や
教
育
委
員
会
等

で
草
刈
、清
掃
作
業
を
実

施
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
「
中

城
村
の
拝
所
」「
中
城
村
の

文
化
財
〜
て
く
て
く
中
城

ま
ー
い
」を
発
行
、文
化
財

説
明
板
を
県
・
村
指
定
文

化
財
全
て
に
設
置
。案
内
人

講
座
開
設
に
つ
い
て
は
、令

和
３
年
度
か
ら
開
設
が
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま

す
。

議
員　
跡
地
の
利
用
計
画

は
あ
る
か
。中
学
校
の
プ
ー

ル
や
複
合
施
設
な
ど
の
考

え
は
ど
う
な
っ
た
か
。駐
車

場
跡
地
に
建
設
予
定
の
消

防
支
所
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

総
務
課
長　
村
立
学
校
施

設
を
民
間
活
用
に
よ
る
施

設
整
備
が
可
能
か
の
調
査
・

検
討
を
し
て
お
り
、プ
ー
ル

整
備
は
一
旦
中
止
。多
目
的

会
議
室
を
村
観
光
協
会
で

活
用
を
検
討
、社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
吉
の
浦
会
館

等
の
活
用
要
請
を
役
場
内

で
協
議
中
。消
防
中
城
出
張

所
の
進
捗
は
、８
月
か
ら
基

本
設
計
に
着
手
、実
施
設
計

完
了
予
定
、令
和
３
年
度

建
設
工
事
着
手
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
括
交
付
金
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は

文
化
財
案
内
人
育
成

講
座
の
開
設
は

役
場
移
転
後
の

跡
地
利
用
計
画
は

一般質問

安里ヨシ子　議員

石原　昌雄　議員

議
員　
日
本
の
食
と
農
が

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。祖
先
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
種
子
を
取
り
、毎

年
大
事
に
植
え
て
き
ま
し

た
。種
子
法
、種
苗
法
改

正
に
よ
り
種
子
を
多
国
籍

企
業
か
ら
購
入
し
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
自
分
達
で
種
を
と

り
、そ
の
土
地
に
合
っ
た
農

作
物
を
植
え
、安
心
、安

全
な
食
を
守
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、こ

の
法
律
改
正
で
村
と
し
て

の
動
き
は
。

産
業
振
興
課
長　

主
要

作
物
種
子
法
の
廃
止
、種

苗
法
の
改
正
で
直
接
影
響

は
な
い
と
考
え
ま
す
。農

業
委
員
も
同
じ
考
え
で
、

こ
の
法
律
を
県
と
連
携
し

注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ラ
ッ
ト
を
使
っ
た

実
験
で
、ア
メ
リ
カ
の
遺

伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
餌
と
し
て
与
え
続
け

る
と
、ラ
ッ
ト
の
内
臓
に

徐
々
に
腫
瘍
が
大
き
く
な

り
、し
ま
い
に
は
体
の
25
％

を
占
め
や
が
て
死
ん
で

い
っ
た
。こ
れ
が
人
間
だ
と

大
変
恐
ろ
し
い
こ
と
で
、

た
と
え
微
量
で
あ
っ
て
も

長
年
蓄
積
さ
れ
る
と
ど
う

な
る
か
子
供
達
の
将
来
が

心
配
で
す
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
、

各
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
種

子
法
に
代
わ
る
農
産
物
種

子
条
例
が
制
定
さ
れ
始
め

ま
し
た
。種
子
法
廃
止
で

生
産
現
場
も
不
安
が
生
じ

て
い
ま
す
。県
に
お
い
て
主

要
作
物
の
品
質
の
確
保
と

安
定
生
産
の
推
進
に
つ
い

て
条
例
化
に
向
け
た
沖
縄

県
農
産
物
等
種
子
安
定

供
給
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
会
議
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。県
と
連
携
し
、

今
後
の
種
子
法
改
正
に
つ

い
て
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

議
員　
ど
ん
な
に
対
策
を

し
て
も
後
を
絶
た
な
い
不

法
投
棄
。事
業
所
か
ら
泊

前
浜
線
の
道
路
脇
に
ペ
ン

キ
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い

た
。個
人
の
土
地
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
の
片
づ
け
を

地
主
に
負
担
を
押
し
付

け
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。自
治
体
が
負
担
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。国
道

3
2
9
号
線
か
ら
前
浜
原

線
出
入
口
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。

住
民
生
活
課
長　

当
該

道
路
は
ま
だ
開
通
し
て
お

ら
ず
、
行
き
止
ま
り
に

な
っ
て
い
て
夜
間
の
不
法

投
棄
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
監
視
カ
メ

ラ
等
の
対
策
を
検
討
致
し

ま
す
。

通
学
路
整
備
と
交
通

安
全
対
策
へ
の
取
組
は

住
民
要
望
・
陳
情
へ

の
早
期
対
応
を

種
子
法
、
種
苗
法

へ
の

対

策

は

ゴ

ミ

の

不

法

投

棄

対

策

は

令和２年12月定例議会

仲松　正敏　議員

議
員　
平
成
28
年
４
月
に

農
業
委
員
会
法
が
改
正

さ
れ
、平
成
29
年
７
月
20
日

か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
農
業
委
員
会
。選
任
さ

れ
た
農
業
委
員
、農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
２

期
目
が
10
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、耕
作
放
棄

地
や
遊
休
地
の
解
消
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長　

平
成

27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
見
る
と
、耕
作
放
棄

地
や
遊
休
農
地
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。今
後
は
、

農
業
委
員
、最
適
化
推
進

委
員
、各
自
治
会
と
連
携

を
図
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
直
接
訪
問
し
な
が

ら
意
見
を
集
約
し
、耕
作

放
棄
地
や
遊
休
地
の
解
消

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

中
城
村
に
お
い
て

は
、土
地
区
画
整
理
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
て
長
年
の

年
数
が
経
過
し
て
お
り
ま

す
。の
り
面
が
崩
れ
た
り

緩
ん
だ
り
し
て
、農
業
生

産
体
制
を
進
め
る
上
で
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、村
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

産
業
振
興
課
長　

村
と

し
て
は
現
在
、農
地
耕
作

条
件
事
業
を
進
め
て
い
き

な
が
ら
、農
道
整
備
と
併

せ
て
、の
り
面
の
改
修
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員　

国
道
3
2
9
号

西
原
・
中
城
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、計
画
段
階
評
価

手
続
の
進
め
方
と
い
う
こ

と
で
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
と

い
い
ま
す
か
、地
域
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

概
要
ル
ー
ト
、構
造
等
に

つ
い
て
国
と
は
ど
の
よ
う

な
話
合
い
を
さ
れ
た
の

か
。

都
市
建
設
課
長　

南
部

国
道
事
務
所
が
平
成
30

年
度
に
地
域
住
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、複

数
の
ル
ー
ト
案
か
ら
現
在

の
ル
ー
ト
に
決
ま
り
、今
後

は
、沖
縄
県
都
市
計
画
審

議
会
に
諮
り
、そ
こ
で
承
認

さ
れ
れ
ば
年
度
内
に
都
市

計
画
変
更
の
告
示
が
さ
れ

る
予
定
と
な
り
ま
す
。

議
員　
バ
イ
パ
ス
が
通
る

こ
と
に
よ
っ
て
、残
地
が
で

き
る
と
思
う
が
、残
地
に

関
し
て
村
民
の
不
利
益
に

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

国
と
し
っ
か
り
話
合
い
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
。

都
市
建
設
課
長　
バ
イ
パ

ス
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、袋
地
な
ど
不
利

に
な
る
よ
う
な
土
地
に
は

取
付
道
路
の
整
備
な
ど
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新垣　修　議員

議
員　
キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン

地
区
の
住
民
や
子
供
た
ち

の
安
全
な
通
学
路
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
行
え
な
い
か

村
長
、教
育
長
に
伺
い
ま

す
。

村
長　
何
事
に
お
い
て
も

子
供
た
ち
の
安
全
性
の
確

保
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

と
思
う
。ご
指
摘
の
件
も

含
め
て
、担
当
課
、教
育
委

員
会
一
緒
に
取
り
組
む
事

と
思
い
ま
す
。

教
育
長　
子
供
た
ち
の
命

に
関
わ
る
安
全
面
の
確
保

は
、何
よ
り
も
最
優
先
さ

れ
る
も
の
。道
路
を
整
備

し
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン

や
運
転
手
へ
の
注
意
喚
起

等
の
表
示
は
、交
通
事
故

抑
止
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
。

議
員　
地
域
住
民
の
利
用

道
路
と
し
て
安
全
性
は
保

た
れ
て
い
る
か
？
交
通
事

故
を
抑
止
す
る
看
板
等
は

充
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
キ
ャ
ッ

ス
ル
タ
ウ
ン
付
近
は
、通
学

な
ど
で
通
る
歩
行
者
に
は

危
険
な
状
況
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

住
民
生
活
課
長　
通
学
路

と
し
て
利
用
し
て
い
る
間

は
、看
板
等
設
置
は
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
、設
置

に
向
け
早
急
に
対
応
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

議
員　
キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン

地
域
の
生
活
が
脅
か
さ
れ

な
い
よ
う
、安
心
、安
全
に

通
行
で
き
る
道
路
環
境
整

備
を
上
位
優
先
に
考
え
、

潮
垣
線
の
交
通
規
制
見
直

し
要
請
に
真
摯
に
取
り
組

み
、沿
道
の
住
民
が
交
通
災

害
、騒
音
や
速
度
問
題
か

ら
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
、取

り
組
む
事
を
熱
望
し
ま
す

が
！

村
長　
分
か
り
や
す
く
御

提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。子

供
た
ち
の
、安
全
性
の
確
保

が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
と

言
う
事
は
明
言
し
て
い
ま

す
の
で
、優
先
的
に
取
り
組

み
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員　

泊
、伊
舎
堂
地
区

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
、

側
溝
等
危
険
個
所
の
是
正

を
早
期
に
望
む
。

都
市
建
設
課
長　
ご
指
摘
場

所
は
処
置
済
み
で
す
。

議
員　
児
童
委
員
協
議
会

の
危
険
個
所
調
査
報
告
書

も
大
い
に
利
活
用
し
対
応

を
望
み
ま
す
。

国
道
3
2
9
号
西
原
・

中
城
バ
イ
パ
ス

農

業

振

興

一般質問

要望書を受取る村長施工後

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

施工前

（８）（９）
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議
員　
沖
縄
振
興
一括
交
付

金
は
10
年
の
期
限
が
あ
る

が
、こ
れ
ま
で
の
実
績
一覧
は

あ
る
か
。次
年
度
の
交
付
金

事
業
の
計
画
は
あ
る
か
。

村
長　
９
年
間
、一
括
交
付

金
の
創
設
以
来
、本
村
は
か

な
り
効
果
的
に
使
っ
て
き
た

市
町
村
の
一つ
だ
と
自
負
し

て
お
り
、い
ろ
ん
な
事
業
が

展
開
で
き
た
。

企
画
課
長　
実
積
額
は
、約

49
億
3
4
0
0
万
円
の
事

業
費
で
す
。年
度
毎
の
実
績

一
覧
は
あ
り
ま
す
。次
年
度

の
配
分
は
未
定
で
す
が
、継

続
事
業
を
中
心
に
進
め
て

い
き
た
い
。

議
員　
村
内
に
は
多
く
の

国
、県
、村
指
定
の
文
化
財

が
あ
り
、こ
れ
を
活
用
し
、

観
光
事
業
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。村
内

の
文
化
財
の
状
況
は
。維
持

管
理
は
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案

内
板
設
置
は
。文
化
財
案
内

人
養
成
講
座
の
開
設
予
定

は
。

生
涯
学
習
課
長　
文
化
財

の
現
状
は
国
指
定
２
件
、県

指
定
４
件
、村
指
定
９
件

と
、中
城
ハ
ン
タ
道
の
歴
史

の
道
百
選
と
南
上
原
の
創

作
組
踊
糸
蒲
の
縁
が
日
本

ユ
ネ
ス
コ
未
来
遺
産
に
登

録
。維
持
管
理
は
、中
城
城

跡
を
共
同
管
理
協
議
会
が
、

城
跡
以
外
は
文
化
財
所
在

自
治
会
や
教
育
委
員
会
等

で
草
刈
、清
掃
作
業
を
実

施
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
「
中

城
村
の
拝
所
」「
中
城
村
の

文
化
財
〜
て
く
て
く
中
城

ま
ー
い
」を
発
行
、文
化
財

説
明
板
を
県
・
村
指
定
文

化
財
全
て
に
設
置
。案
内
人

講
座
開
設
に
つ
い
て
は
、令

和
３
年
度
か
ら
開
設
が
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま

す
。

議
員　
跡
地
の
利
用
計
画

は
あ
る
か
。中
学
校
の
プ
ー

ル
や
複
合
施
設
な
ど
の
考

え
は
ど
う
な
っ
た
か
。駐
車

場
跡
地
に
建
設
予
定
の
消

防
支
所
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

総
務
課
長　
村
立
学
校
施

設
を
民
間
活
用
に
よ
る
施

設
整
備
が
可
能
か
の
調
査
・

検
討
を
し
て
お
り
、プ
ー
ル

整
備
は
一
旦
中
止
。多
目
的

会
議
室
を
村
観
光
協
会
で

活
用
を
検
討
、社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
吉
の
浦
会
館

等
の
活
用
要
請
を
役
場
内

で
協
議
中
。消
防
中
城
出
張

所
の
進
捗
は
、８
月
か
ら
基

本
設
計
に
着
手
、実
施
設
計

完
了
予
定
、令
和
３
年
度

建
設
工
事
着
手
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
括
交
付
金
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は

文
化
財
案
内
人
育
成

講
座
の
開
設
は

役
場
移
転
後
の

跡
地
利
用
計
画
は

一般質問

安里ヨシ子　議員

石原　昌雄　議員

議
員　
日
本
の
食
と
農
が

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。祖
先
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
種
子
を
取
り
、毎

年
大
事
に
植
え
て
き
ま
し

た
。種
子
法
、種
苗
法
改

正
に
よ
り
種
子
を
多
国
籍

企
業
か
ら
購
入
し
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
自
分
達
で
種
を
と

り
、そ
の
土
地
に
合
っ
た
農

作
物
を
植
え
、安
心
、安

全
な
食
を
守
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、こ

の
法
律
改
正
で
村
と
し
て

の
動
き
は
。

産
業
振
興
課
長　

主
要

作
物
種
子
法
の
廃
止
、種

苗
法
の
改
正
で
直
接
影
響

は
な
い
と
考
え
ま
す
。農

業
委
員
も
同
じ
考
え
で
、

こ
の
法
律
を
県
と
連
携
し

注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ラ
ッ
ト
を
使
っ
た

実
験
で
、ア
メ
リ
カ
の
遺

伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
餌
と
し
て
与
え
続
け

る
と
、ラ
ッ
ト
の
内
臓
に

徐
々
に
腫
瘍
が
大
き
く
な

り
、し
ま
い
に
は
体
の
25
％

を
占
め
や
が
て
死
ん
で

い
っ
た
。こ
れ
が
人
間
だ
と

大
変
恐
ろ
し
い
こ
と
で
、

た
と
え
微
量
で
あ
っ
て
も

長
年
蓄
積
さ
れ
る
と
ど
う

な
る
か
子
供
達
の
将
来
が

心
配
で
す
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
、

各
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
種

子
法
に
代
わ
る
農
産
物
種

子
条
例
が
制
定
さ
れ
始
め

ま
し
た
。種
子
法
廃
止
で

生
産
現
場
も
不
安
が
生
じ

て
い
ま
す
。県
に
お
い
て
主

要
作
物
の
品
質
の
確
保
と

安
定
生
産
の
推
進
に
つ
い

て
条
例
化
に
向
け
た
沖
縄

県
農
産
物
等
種
子
安
定

供
給
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
会
議
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。県
と
連
携
し
、

今
後
の
種
子
法
改
正
に
つ

い
て
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

議
員　
ど
ん
な
に
対
策
を

し
て
も
後
を
絶
た
な
い
不

法
投
棄
。事
業
所
か
ら
泊

前
浜
線
の
道
路
脇
に
ペ
ン

キ
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い

た
。個
人
の
土
地
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
の
片
づ
け
を

地
主
に
負
担
を
押
し
付

け
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。自
治
体
が
負
担
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。国
道

3
2
9
号
線
か
ら
前
浜
原

線
出
入
口
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。

住
民
生
活
課
長　

当
該

道
路
は
ま
だ
開
通
し
て
お

ら
ず
、
行
き
止
ま
り
に

な
っ
て
い
て
夜
間
の
不
法

投
棄
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
監
視
カ
メ

ラ
等
の
対
策
を
検
討
致
し

ま
す
。

通
学
路
整
備
と
交
通

安
全
対
策
へ
の
取
組
は

住
民
要
望
・
陳
情
へ

の
早
期
対
応
を

種
子
法
、
種
苗
法

へ
の

対

策

は

ゴ

ミ

の

不

法

投

棄

対

策

は

令和２年12月定例議会

仲松　正敏　議員

議
員　
平
成
28
年
４
月
に

農
業
委
員
会
法
が
改
正

さ
れ
、平
成
29
年
７
月
20
日

か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
農
業
委
員
会
。選
任
さ

れ
た
農
業
委
員
、農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
２

期
目
が
10
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、耕
作
放
棄

地
や
遊
休
地
の
解
消
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長　

平
成

27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
見
る
と
、耕
作
放
棄

地
や
遊
休
農
地
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。今
後
は
、

農
業
委
員
、最
適
化
推
進

委
員
、各
自
治
会
と
連
携

を
図
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
直
接
訪
問
し
な
が

ら
意
見
を
集
約
し
、耕
作

放
棄
地
や
遊
休
地
の
解
消

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

中
城
村
に
お
い
て

は
、土
地
区
画
整
理
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
て
長
年
の

年
数
が
経
過
し
て
お
り
ま

す
。の
り
面
が
崩
れ
た
り

緩
ん
だ
り
し
て
、農
業
生

産
体
制
を
進
め
る
上
で
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、村
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

産
業
振
興
課
長　

村
と

し
て
は
現
在
、農
地
耕
作

条
件
事
業
を
進
め
て
い
き

な
が
ら
、農
道
整
備
と
併

せ
て
、の
り
面
の
改
修
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員　

国
道
3
2
9
号

西
原
・
中
城
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、計
画
段
階
評
価

手
続
の
進
め
方
と
い
う
こ

と
で
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
と

い
い
ま
す
か
、地
域
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

概
要
ル
ー
ト
、構
造
等
に

つ
い
て
国
と
は
ど
の
よ
う

な
話
合
い
を
さ
れ
た
の

か
。

都
市
建
設
課
長　

南
部

国
道
事
務
所
が
平
成
30

年
度
に
地
域
住
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、複

数
の
ル
ー
ト
案
か
ら
現
在

の
ル
ー
ト
に
決
ま
り
、今
後

は
、沖
縄
県
都
市
計
画
審

議
会
に
諮
り
、そ
こ
で
承
認

さ
れ
れ
ば
年
度
内
に
都
市

計
画
変
更
の
告
示
が
さ
れ

る
予
定
と
な
り
ま
す
。

議
員　
バ
イ
パ
ス
が
通
る

こ
と
に
よ
っ
て
、残
地
が
で

き
る
と
思
う
が
、残
地
に

関
し
て
村
民
の
不
利
益
に

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

国
と
し
っ
か
り
話
合
い
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
。

都
市
建
設
課
長　
バ
イ
パ

ス
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、袋
地
な
ど
不
利

に
な
る
よ
う
な
土
地
に
は

取
付
道
路
の
整
備
な
ど
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新垣　修　議員

議
員　
キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン

地
区
の
住
民
や
子
供
た
ち

の
安
全
な
通
学
路
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
行
え
な
い
か

村
長
、教
育
長
に
伺
い
ま

す
。

村
長　
何
事
に
お
い
て
も

子
供
た
ち
の
安
全
性
の
確

保
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

と
思
う
。ご
指
摘
の
件
も

含
め
て
、担
当
課
、教
育
委

員
会
一
緒
に
取
り
組
む
事

と
思
い
ま
す
。

教
育
長　
子
供
た
ち
の
命

に
関
わ
る
安
全
面
の
確
保

は
、何
よ
り
も
最
優
先
さ

れ
る
も
の
。道
路
を
整
備

し
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン

や
運
転
手
へ
の
注
意
喚
起

等
の
表
示
は
、交
通
事
故

抑
止
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
。

議
員　
地
域
住
民
の
利
用

道
路
と
し
て
安
全
性
は
保

た
れ
て
い
る
か
？
交
通
事

故
を
抑
止
す
る
看
板
等
は

充
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
キ
ャ
ッ

ス
ル
タ
ウ
ン
付
近
は
、通
学

な
ど
で
通
る
歩
行
者
に
は

危
険
な
状
況
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

住
民
生
活
課
長　
通
学
路

と
し
て
利
用
し
て
い
る
間

は
、看
板
等
設
置
は
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
、設
置

に
向
け
早
急
に
対
応
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

議
員　
キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン

地
域
の
生
活
が
脅
か
さ
れ

な
い
よ
う
、安
心
、安
全
に

通
行
で
き
る
道
路
環
境
整

備
を
上
位
優
先
に
考
え
、

潮
垣
線
の
交
通
規
制
見
直

し
要
請
に
真
摯
に
取
り
組

み
、沿
道
の
住
民
が
交
通
災

害
、騒
音
や
速
度
問
題
か

ら
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
、取

り
組
む
事
を
熱
望
し
ま
す

が
！

村
長　
分
か
り
や
す
く
御

提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。子

供
た
ち
の
、安
全
性
の
確
保

が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
と

言
う
事
は
明
言
し
て
い
ま

す
の
で
、優
先
的
に
取
り
組

み
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員　

泊
、伊
舎
堂
地
区

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
、

側
溝
等
危
険
個
所
の
是
正

を
早
期
に
望
む
。

都
市
建
設
課
長　
ご
指
摘
場

所
は
処
置
済
み
で
す
。

議
員　
児
童
委
員
協
議
会

の
危
険
個
所
調
査
報
告
書

も
大
い
に
利
活
用
し
対
応

を
望
み
ま
す
。

国
道
3
2
9
号
西
原
・

中
城
バ
イ
パ
ス

農

業

振

興

一般質問

要望書を受取る村長施工後

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

施工前

（８）（９）



【那覇広域都市計画区域から中部広域都市計画区域への移行】
　那覇広域から中部広域へ移行した場合、畑の中でも住宅が造ることができるかとの住民からの質問
について、中城村は多くの土地が農振農用地となっている為、自由に住宅を造るというのは厳しいも
のがあります。中部広域へ移行した場合、村独自で土地利用計画構想がやりやすくなります。
【井水原土地区画整理事業（南上原・北上原）】
　当局より議会の方には正確にはまだ提案はされておりません。一般質問ではこれまで何名かの議員
が取り上げています。現在、アンケート調査の段階で、議会として注視していく考えであります。
【インフラ整備】
　現在国道329号西原・中城バイパス（西原町小那覇から中城村津覇まで）約3.6㎞とする道路計画が
入っています。今後は、沖縄県都市計画審議会に諮り承認されれば年度内に都市計画変更の告示がされ
る予定となります。

　昨年2月5日に開催しました議会報告会にて、村民からの要望・意見のあった件について、調査した結果を
今年の議会報告会にて報告する予定でしたが、新型コロナ感染拡大防止のため、今年度については開催を
中止しました。　なお、調査結果については下記のとおりです。

【中城・津覇幼稚園の統合及び、民設民営の認定こども園化】
　現幼稚園は１年保育としており令和元年10月より無償化が進み今後複数年の保育を行い教育保育の
充実を図る必要がある。また両幼稚園とも借地活用のため複数年学年での施設整備ができない。新たな
取り組みとして公立幼稚園を官民連携としての整備、民間活力を利用し、認定こども園の運営を行うこと
で財政面での負担の軽減となる。また１年保育を２年～３年保育に変更することにより、幼稚園教育の意識
形成に影響が与えられる。そして行政が一定程度の条件等を付すことにより民間誘致を進め、官民が連携
して取り組むことができる。
　委員会としては、両幼稚園の統合、民設民営の認定こども園化について教育総務課、教育委員会、こども
課は今後の幼稚園施設整備・運営方針・認定こども園化について早期に住民説明会を開催して住民の理
解と周知の徹底を図ること。また計画の工程表を早急に作成することを強く指摘した。

【中城村の財政計画】
調査の内容：財政計画策定の目的、ローリング方式と見直し、財政状況の説明を受けた。毎年度ローリ
ング方式は3年間の計画期間と推計値を見直す。中期財政見通しは歳入歳出の見込みで作成、項目ご
とに分析をしている。各種基金の残高状況、公債費を10年分の一覧表とグラフを作成させ確認した。
調査の結果：財政計画は「中城村財政計画」「中城村公共施設等総合管理計画」が策定されており、こ
れに基づく毎年度の分析や対応のチェックが必要である。公共事業の今後の見通しの観点から、継続
中の事業に係る経費、中期的・長期的に実施すべき事業の経費を念頭に、各種補助金の活用が重要と
なる。
まとめ：中期的計画は継続事業が中心の為、それに対応する財源の確保が重要。長期的計画は公共施
設の更新が迫っており、補助メニューの獲得と自己財源の確保で計画を立てることを提言。そして財
政指標のチェックは必須である。

総
務
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

文
教
社
会
常
任
委
員
会

　2月15日、全員協議会にて各常任委員会
から議会報告会に対しての協議・確認を行
い、その内容について上記のとおり「議会だよ
り」にて掲載報告することを決定しました。
　来年2月には議会報告会を開催致しますの
で、村民の皆様からのご要望等ありましたらご
連絡頂きますようお願い致します。

報
告
会
ま
と
め
と

ご
要
望
の
お
願
い

公
文
書
等
の
管
理

令和２年12月定例議会

議
員　
公
文
書
等
の
管
理

に
関
す
る
根
拠
法
を
伺

う
。

総
務
課
長　
根
拠
法
に
は

①
現
用
文
書
の
統
一
的
な

管
理
②
歴
史
的
文
書
の
移

管
管
理
制
度
③
文
書
管
理

の
定
期
報
告
の
義
務
づ
け

④
外
部
有
識
者
、専
門
家

知
見
の
活
用
⑤
特
定
歴
史

公
文
書
等
の
利
用
促
進
な

ど
を
規
定
。

議
員　
庁
舎
移
転
に
伴
い

一
部
文
書
廃
棄
も
あ
り
得

る
。村
政
を
評
価
、歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
重
要
性
が

あ
り
、以
下
所
見
を
伺
う
。

①
歴
史
的
価
値
の
高
い
保

存
処
置
は
。②
生
涯
学
習

資
料
と
し
て
公
開
す
る
場

合
、規
則
の
改
正
は
あ
る

か
。

教
育
長　
歴
史
的
価
値
の

高
い
文
書
は
、未
来
へ
の
説

明
責
任
が
あ
り
、適
切
管

理
、整
理
を
し
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　
分
類
作

業
移
管
等
は
総
務
課
と
調

整
す
る
。内
規
改
定
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員　

昨
今
、政
府
機
関

で
公
文
書
の
改
ざ
ん
、廃

棄
、電
子
デ
ー
タ
ま
で
消

去
す
る
行
為
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。村
民
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。歴
史
を
積
み

上
げ
て
保
存
に
努
め
て
下

さ
い
。

議
員　
（
１
）東
海
岸
地
域

の
発
展
の
可
能
性（
２
）南

北
に
延
び
る
経
済
基
盤
の

形
成（
３
）大
型
M
I
C
E
施

設
等
を
核
と
し
た
東
海
岸

地
域
の
活
性
化（
４
）ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
施
策

の
展
開（
５
）歴
史
資
源
・

自
然
資
源
と
産
業
振
興
・

観
光
振
興
が
調
和
す
る
土

地
利
用
の
展
開（
６
）円
滑

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成（
７
）北
部
圏
域
へ
の

展
開
と
県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
、以
上
所
見
を
伺
う
。

村
長　
県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
は
ご
指
摘
の
同
構
想

が
不
可
欠
と
の
認
識
で
一

致
し
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
土
地
利
用
や

国
道
バ
イ
パ
ス
な
ど
は
、今

後
の
課
題
と
捉
え
本
村
は

そ
の
中
心
に
位
置
し
発
展

の
可
能
性
は
大
き
い
。

議
員　
漠
然
と
し
た
捉
え

方
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く

い
。本
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
事
務
方
と
し
て

「
中
城
案
」を
示
し
て
頂
き

た
い
。

企
画
課
長　
土
地
利
用
は

中
部
広
域
移
行
等
も
含
め

計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

議
員　
農
業
基
盤
を
守
る

場
所
を
示
す
こ
と
は
可
能

か
。

産
業
振
興
課
長　
土
地
改

良
区
は
残
し
て
い
く
場
所

と
認
識
。

議
員　

農
業
推
進
と
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
る
部
分
で
あ

り
、村
民
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
で
き
る
将
来
構
想

を
示
す
こ
と
を
希
望
す

る
。

東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ

ベ
ル
ト
発
展
戦
略

一般質問

新垣　善功　議員

新垣　博正　議員

議
員　

県
内
に
お
い
て
、

今
年
２
月
14
日
に
感
染
者

が
確
認
さ
れ
、
11
月
22
日

現
在
、感
染
者
３
9
9
6

人
、死
者
が
68
人
と
な
って
い

る
現
状
で
あ
る
。そ
こ
で
、村

内
の
感
染
者
数
と
村
民
・

役
場
職
員
・
村
内
の
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
感
染
拡
大
予
防
策
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

12
月
９

日
現
在
の
村
内
感
染
者
数

は
57
人
で
す
。感
染
予
防
対

策
と
し
て
は
手
洗
い
、う
が

い
、マ
ス
ク
着
用
等
の
基
本

的
な
こ
と
を
防
災
無
線
で

呼
び
か
け
て
注
意
喚
起
し

て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹　

保

健
所
か
ら
の
助
言
や
県
教

育
委
員
会
か
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
策
を

取
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

村
民
に
対
し
て

は
、村
長
自
ら
マ
イ
ク
を

握
っ
て
、呼
び
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
。そ
う
す

る
こ
と
で
村
民
が
緊
張
感

を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
員　
平
成
30
年
度
か
ら
の

自
治
会
加
入
促
進
運
動
の

取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
。

村
長　

村
の
発
展
は
、地

域
の
発
展
、活
性
化
だ
と

思
っ
て
お
り
、今
後
も
加

入
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。結
果
は
課
長
か
ら
答

弁
さ
せ
ま
す
。

企
画
課
長　
取
り
組
み
と

し
て
は
、ノ
ボ
リ
、横
断
幕

を
各
自
治
会
に
配
布
、広

報
誌
で
も
呼
び
か
け
を

行
っ
て
来
ま
し
た
。結
果

は
、1
4
7
件
増
と
な
っ

て
い
ま
す
が
現
在
の
村
全

体
の
加
入
率
は
前
よ
り

５
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
の
40
・

93
％
で
あ
り
ま
す
。

議
員　
加
入
促
進
の
取
り

組
み
を
検
証
し
見
直
し

て
、今
後
も
取
り
組
ん
で

行
く
様
に
要
望
し
ま
す
。

議
員　
令
和
元
年
９
月
６

日
の
定
例
議
会
に
お
い
て

の
答
弁
は
、実
態
調
査
は

実
施
し
て
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
調
査

は
実
施
し
た
の
か
説
明
を

求
め
ま
す
。

福
祉
課
長　
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
、実
態
調
査
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。令

和
３
年
度
の
福
祉
推
進
計

画
の
見
直
し
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
中
で
実
施
で
き
る
様

に
検
討
中
で
す
。

議
員　

村
内
に
お
い
て

も
、ひ
き
こ
も
り
、精
神

障
害
に
起
因
、関
連
す
る

悼
ま
し
い
事
件
が
２
件
発

生
し
て
い
る
の
で
、早
急

な
対
策
を
取
る
様
に
要
望

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

予

防

対

策

は

自
治
会
加
入
促
進
の

取
り
組
み
と
結
果

ひ
き
こ
も
り
の
実
態

調
査
と
対
策
は

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

議会報告会（第３回）の開催中止について
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【那覇広域都市計画区域から中部広域都市計画区域への移行】
　那覇広域から中部広域へ移行した場合、畑の中でも住宅が造ることができるかとの住民からの質問
について、中城村は多くの土地が農振農用地となっている為、自由に住宅を造るというのは厳しいも
のがあります。中部広域へ移行した場合、村独自で土地利用計画構想がやりやすくなります。
【井水原土地区画整理事業（南上原・北上原）】
　当局より議会の方には正確にはまだ提案はされておりません。一般質問ではこれまで何名かの議員
が取り上げています。現在、アンケート調査の段階で、議会として注視していく考えであります。
【インフラ整備】
　現在国道329号西原・中城バイパス（西原町小那覇から中城村津覇まで）約3.6㎞とする道路計画が
入っています。今後は、沖縄県都市計画審議会に諮り承認されれば年度内に都市計画変更の告示がされ
る予定となります。

　昨年2月5日に開催しました議会報告会にて、村民からの要望・意見のあった件について、調査した結果を
今年の議会報告会にて報告する予定でしたが、新型コロナ感染拡大防止のため、今年度については開催を
中止しました。　なお、調査結果については下記のとおりです。

【中城・津覇幼稚園の統合及び、民設民営の認定こども園化】
　現幼稚園は１年保育としており令和元年10月より無償化が進み今後複数年の保育を行い教育保育の
充実を図る必要がある。また両幼稚園とも借地活用のため複数年学年での施設整備ができない。新たな
取り組みとして公立幼稚園を官民連携としての整備、民間活力を利用し、認定こども園の運営を行うこと
で財政面での負担の軽減となる。また１年保育を２年～３年保育に変更することにより、幼稚園教育の意識
形成に影響が与えられる。そして行政が一定程度の条件等を付すことにより民間誘致を進め、官民が連携
して取り組むことができる。
　委員会としては、両幼稚園の統合、民設民営の認定こども園化について教育総務課、教育委員会、こども
課は今後の幼稚園施設整備・運営方針・認定こども園化について早期に住民説明会を開催して住民の理
解と周知の徹底を図ること。また計画の工程表を早急に作成することを強く指摘した。

【中城村の財政計画】
調査の内容：財政計画策定の目的、ローリング方式と見直し、財政状況の説明を受けた。毎年度ローリ
ング方式は3年間の計画期間と推計値を見直す。中期財政見通しは歳入歳出の見込みで作成、項目ご
とに分析をしている。各種基金の残高状況、公債費を10年分の一覧表とグラフを作成させ確認した。
調査の結果：財政計画は「中城村財政計画」「中城村公共施設等総合管理計画」が策定されており、こ
れに基づく毎年度の分析や対応のチェックが必要である。公共事業の今後の見通しの観点から、継続
中の事業に係る経費、中期的・長期的に実施すべき事業の経費を念頭に、各種補助金の活用が重要と
なる。
まとめ：中期的計画は継続事業が中心の為、それに対応する財源の確保が重要。長期的計画は公共施
設の更新が迫っており、補助メニューの獲得と自己財源の確保で計画を立てることを提言。そして財
政指標のチェックは必須である。

総
務
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

文
教
社
会
常
任
委
員
会

　2月15日、全員協議会にて各常任委員会
から議会報告会に対しての協議・確認を行
い、その内容について上記のとおり「議会だよ
り」にて掲載報告することを決定しました。
　来年2月には議会報告会を開催致しますの
で、村民の皆様からのご要望等ありましたらご
連絡頂きますようお願い致します。

報
告
会
ま
と
め
と

ご
要
望
の
お
願
い

公
文
書
等
の
管
理

令和２年12月定例議会

議
員　
公
文
書
等
の
管
理

に
関
す
る
根
拠
法
を
伺

う
。

総
務
課
長　
根
拠
法
に
は

①
現
用
文
書
の
統
一
的
な

管
理
②
歴
史
的
文
書
の
移

管
管
理
制
度
③
文
書
管
理

の
定
期
報
告
の
義
務
づ
け

④
外
部
有
識
者
、専
門
家

知
見
の
活
用
⑤
特
定
歴
史

公
文
書
等
の
利
用
促
進
な

ど
を
規
定
。

議
員　
庁
舎
移
転
に
伴
い

一
部
文
書
廃
棄
も
あ
り
得

る
。村
政
を
評
価
、歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
重
要
性
が

あ
り
、以
下
所
見
を
伺
う
。

①
歴
史
的
価
値
の
高
い
保

存
処
置
は
。②
生
涯
学
習

資
料
と
し
て
公
開
す
る
場

合
、規
則
の
改
正
は
あ
る

か
。

教
育
長　
歴
史
的
価
値
の

高
い
文
書
は
、未
来
へ
の
説

明
責
任
が
あ
り
、適
切
管

理
、整
理
を
し
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　
分
類
作

業
移
管
等
は
総
務
課
と
調

整
す
る
。内
規
改
定
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員　

昨
今
、政
府
機
関

で
公
文
書
の
改
ざ
ん
、廃

棄
、電
子
デ
ー
タ
ま
で
消

去
す
る
行
為
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。村
民
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。歴
史
を
積
み

上
げ
て
保
存
に
努
め
て
下

さ
い
。

議
員　
（
１
）東
海
岸
地
域

の
発
展
の
可
能
性（
２
）南

北
に
延
び
る
経
済
基
盤
の

形
成（
３
）大
型
M
I
C
E
施

設
等
を
核
と
し
た
東
海
岸

地
域
の
活
性
化（
４
）ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
施
策

の
展
開（
５
）歴
史
資
源
・

自
然
資
源
と
産
業
振
興
・

観
光
振
興
が
調
和
す
る
土

地
利
用
の
展
開（
６
）円
滑

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成（
７
）北
部
圏
域
へ
の

展
開
と
県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
、以
上
所
見
を
伺
う
。

村
長　
県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
は
ご
指
摘
の
同
構
想

が
不
可
欠
と
の
認
識
で
一

致
し
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
土
地
利
用
や

国
道
バ
イ
パ
ス
な
ど
は
、今

後
の
課
題
と
捉
え
本
村
は

そ
の
中
心
に
位
置
し
発
展

の
可
能
性
は
大
き
い
。

議
員　
漠
然
と
し
た
捉
え

方
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く

い
。本
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
事
務
方
と
し
て

「
中
城
案
」を
示
し
て
頂
き

た
い
。

企
画
課
長　
土
地
利
用
は

中
部
広
域
移
行
等
も
含
め

計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

議
員　
農
業
基
盤
を
守
る

場
所
を
示
す
こ
と
は
可
能

か
。

産
業
振
興
課
長　
土
地
改

良
区
は
残
し
て
い
く
場
所

と
認
識
。

議
員　

農
業
推
進
と
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
る
部
分
で
あ

り
、村
民
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
で
き
る
将
来
構
想

を
示
す
こ
と
を
希
望
す

る
。

東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ

ベ
ル
ト
発
展
戦
略

一般質問

新垣　善功　議員

新垣　博正　議員

議
員　

県
内
に
お
い
て
、

今
年
２
月
14
日
に
感
染
者

が
確
認
さ
れ
、
11
月
22
日

現
在
、感
染
者
３
9
9
6

人
、死
者
が
68
人
と
な
って
い

る
現
状
で
あ
る
。そ
こ
で
、村

内
の
感
染
者
数
と
村
民
・

役
場
職
員
・
村
内
の
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
感
染
拡
大
予
防
策
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

12
月
９

日
現
在
の
村
内
感
染
者
数

は
57
人
で
す
。感
染
予
防
対

策
と
し
て
は
手
洗
い
、う
が

い
、マ
ス
ク
着
用
等
の
基
本

的
な
こ
と
を
防
災
無
線
で

呼
び
か
け
て
注
意
喚
起
し

て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹　

保

健
所
か
ら
の
助
言
や
県
教

育
委
員
会
か
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
策
を

取
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

村
民
に
対
し
て

は
、村
長
自
ら
マ
イ
ク
を

握
っ
て
、呼
び
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
。そ
う
す

る
こ
と
で
村
民
が
緊
張
感

を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
員　
平
成
30
年
度
か
ら
の

自
治
会
加
入
促
進
運
動
の

取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
。

村
長　

村
の
発
展
は
、地

域
の
発
展
、活
性
化
だ
と

思
っ
て
お
り
、今
後
も
加

入
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。結
果
は
課
長
か
ら
答

弁
さ
せ
ま
す
。

企
画
課
長　
取
り
組
み
と

し
て
は
、ノ
ボ
リ
、横
断
幕

を
各
自
治
会
に
配
布
、広

報
誌
で
も
呼
び
か
け
を

行
っ
て
来
ま
し
た
。結
果

は
、1
4
7
件
増
と
な
っ

て
い
ま
す
が
現
在
の
村
全

体
の
加
入
率
は
前
よ
り

５
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
の
40
・

93
％
で
あ
り
ま
す
。

議
員　
加
入
促
進
の
取
り

組
み
を
検
証
し
見
直
し

て
、今
後
も
取
り
組
ん
で

行
く
様
に
要
望
し
ま
す
。

議
員　
令
和
元
年
９
月
６

日
の
定
例
議
会
に
お
い
て

の
答
弁
は
、実
態
調
査
は

実
施
し
て
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
調
査

は
実
施
し
た
の
か
説
明
を

求
め
ま
す
。

福
祉
課
長　
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
、実
態
調
査
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。令

和
３
年
度
の
福
祉
推
進
計

画
の
見
直
し
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
中
で
実
施
で
き
る
様

に
検
討
中
で
す
。

議
員　

村
内
に
お
い
て

も
、ひ
き
こ
も
り
、精
神

障
害
に
起
因
、関
連
す
る

悼
ま
し
い
事
件
が
２
件
発

生
し
て
い
る
の
で
、早
急

な
対
策
を
取
る
様
に
要
望

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

予

防

対

策

は

自
治
会
加
入
促
進
の

取
り
組
み
と
結
果

ひ
き
こ
も
り
の
実
態

調
査
と
対
策
は

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

議会報告会（第３回）の開催中止について
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縄
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集
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会
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沖
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中
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村
字
当
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５
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地
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☎（
0
9
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9
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8

〈
印
刷
〉株
式
会
社 

ア
ン
ト
出
版

議
会
だ
よ
り

　
　編
集
委
員

　ハ
イ
タ
イ
2
0
2
1
年
。

　
　
　
　若
年
か
ら
と
ゅ
い
み
そ
う
ち
〜
。

　日
々
の
暮
ら
し
は
毎
日
の
積
み
重
ね「
安
心・安

全
な
生
活
」を
合
言
葉
に
手
洗
い・
う
が
い・マ
ス

ク
着
用
で
お
互
い
頑
張
っ
て
感
染
予
防
を
徹
底
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　新
庁
舎
で
ピ
カ
ピ
カ
の
机
に
、真
新
し
い
壁
の

に
お
い
、何
も
か
も
が
新
し
く
新
品
の
部
屋
で
作

業
す
る
編
集
活
動
は
心
機一転
チ
ム
グ
ク
ル
引
き

締
め
て『
見
て
、読
ん
で
わ
か
り
や
す
い
』村
民
に

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
日
々

奮
闘
中
！

　3
月
は
今
年
度
の
締
め
の
月
、議
会
に
も
関
心

を
寄
せ
て
頂
き
、新
庁
舎
の
本
会
議
場
へ
も
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
も
っ
と
も
っ
と
紙

面
が
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
感
じ
て
頂
け
る
と
思

い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、体
調
管
理
に
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
屋
良
照
枝
）

編
集
後
記

お問い合わせは　中城村議会事務局
（☎098-895-4318）まで

中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません!
あなたの字のままでいいんです。

の題字の募集をします!

題 提供字

題字募集!

　２月15日全員協議会において、ＳＮＳ上での公認観光大使発言問題（新聞報道）に対
し、村長は「村民や議会に対してご迷惑と大変不快な思いをさせて申し訳ありません。」と
謝罪。「新たな情報発信事業」の休止の意向を示し、今後（事業期間３月末日）については、
専門的な意見を踏まえて再考すると断言した。
　若年層に向けた本村の観光情報発信と地域内経済のＶ字回復、ふるさと納税推進を図
る目的の事業だったが、県内外から発言内容に対して非難が殺到していた。多数の議員か
らは担当課へネットスラングや品格欠如の配信を止めることが出来なかった理由について
の質問に、情報発信サイトに関する知識不
足と未熟さを認め、全国の若い世代に向け
た配信をと試みたが、不快感を招く結果と
なったと反省の回答があった。
　議長からは「村民に不利益が生じないよ
うに各議員が監視機能強化に努め、村民の
信託に一層努力してもらいたい。」とコメント
があった。

中城村バーチャル観光大使の運用休止

安里 清市
新垣 修 屋良 照枝 渡嘉敷 眞整桃原 清 玉那覇 登

「
」

中
城
村
議
会
だ
よ
り

中城村議会だより　2021年3月5日　第66号

ありがとうございま
した !

Vol.

議会からの
お知らせ （一般質問は3月17日（水）から3月22日（月）予定）

議会の日程については、2月下旬に村ホームページでお知らせします。

令和3年3月定例会は3月3日（水）から3月23日（火）の10時より開催（予定）

高校生になっても

勉強 ・部活両立、

何事にも一生懸命

頑張ります！

大城 琉生

V
ol. 66

2021年
3月
5日
発
行

中
城
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

題
字：中

城
中
学
校
３
年
　
大
城
  琉
生

お
お
し
ろ

る
い

【
花
こ
と
ば
】

【
撮
影
場
所
】

謙
虚
な
美
徳

控
え
め
な
素
晴
ら
し
さ

当
間

ツ
バ
キ

中
城
村

み
ん
な
の
議
会

も
っ
と
知
ろ
う

わ
か
ど
ゅ
し

熱
心
に
講
話
を
聞
く

現
中
城
村
議
員

講
話
者：元

議
長（
第
9代
）

米
須
　
清
忠
 氏

目
　
次

12月
定
例
会
の
議
案

一
般
質
問

議
会
報
告
会（
第
3回
）の

開
催
中
止

中
城
村
バ
ー
チ
ャ
ル

観
光
大
使
の
運
用
停
止

編
集
後
記
・
題
字
提
供

P2P3～
10

P11

P12

P12

12月
定
例
議
会
の
最
終
日
が
役
場
旧
庁
舎
で
の
最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
場
閉
場
式
で
は
、第
９
代
議
長
の
米
須
清
忠
氏
を
お
招
き
し
、当
時
の
議
会
に
つ
い
て
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。当
時
の
様
子
を
熱
く
語
り
、二
元
代
表
制
や
村
民
か
ら
の
付
託
の
重
さ
を
感
じ
ま

し
た
。私
達
議
員
も
先
輩
議
員
の
方
々
を
見
習
い
、活
発
な
議
会
活
動
に
務
め
ま
す
！

（12）


